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ホテル・温泉
郷土料理
釣 り 船

㈱ビッグフイッシング
奄美市名瀬長浜町27-1 ☎53-1171

53-1171
☎0997お問い合わせ

受　　付 ｛
光明石温泉が大好評！

日時/9月5日㈮　
●場所：奄美文化センター（2F）

海技免状
更新・失効のお知らせ

午後
6：30～

日曜日営業中!
今日も一日、安全運転で！

吉田商事株式会社
長浜スタンド☎53-8148/鳩浜スタンド☎53-5559

全メーカー扱い HYBRID車専門店 車検整備歓迎！

国家一級自動車整備士
自動車整備技術コンサルタント民間総合車検工場民間総合車検工場民間総合車検工場学校生協・自治労共済

市町村共済・九工リース
学校生協・自治労共済
市町村共済・九工リース
学校生協・自治労共済
市町村共済・九工リース

指定
工場
指定
工場
指定
工場｝｝

●佐川急便大島店

岩崎オート
●

中島リース
   ●

日進商会
●

　●
ラーメン
一番軒

空港至至奄美市内 国道58号

ココ ●
パーラー
ポケット

●
パーラー
ポケット

●
パーラー
ポケット

奄美店徳之島店

本
茶
ト
ン
ネ
ル

本
茶
ト
ン
ネ
ル

本
茶
ト
ン
ネ
ル

亀徳港至→←至伊仙町

ココ

●九電工

展示場
徳之島
警察署

徳之島保健所徳之島保健所徳之島保健所

福島
葬祭

県内離島唯一のホンダ正規ディーラー

☎（55）4071
沖永良部高校近く

☎（92）3504
警察署前

☎（82）3255奄美店本社 大島店
本茶トンネルより
空港方面に車で1分 徳之島店 ●

●

●

カーズ大島
徳之島店大島店

ココ● ● ●

●
沖永良部
高校

ミネモト
デンキ

喫茶リーフ

沖永良部
消防本部

味処
ふるさと

空港至至知名

至
大
城
小

至
知
名

在
籍
店

奄美群島初コンピュータ・システム診断認定店
ガソリン高値が続く～今こそ、エコカー乗換え  いかがですか？ガソリン高値が続く～今こそ、エコカー乗換え  いかがですか？ガソリン高値が続く～今こそ、エコカー乗換え  いかがですか？

目指したのは、日本のあたらしいベーシック。目指したのは、日本のあたらしいベーシック。目指したのは、日本のあたらしいベーシック。 洗練された上質。格別の居心地。特別な毎日。洗練された上質。格別の居心地。特別な毎日。洗練された上質。格別の居心地。特別な毎日。

4 人快適、荷物も入る驚きの広さ。
「良質」を追求したデザイン。
ハイパワーながら優れた燃費。

4 人快適、荷物も入る驚きの広さ。
「良質」を追求したデザイン。
ハイパワーながら優れた燃費。

4 人快適、荷物も入る驚きの広さ。
「良質」を追求したデザイン。
ハイパワーながら優れた燃費。

装いにこだわりを。
自分らしく、スタイリッシュに、華やかに。
「あったらいいな」を揃えました。

装いにこだわりを。
自分らしく、スタイリッシュに、華やかに。
「あったらいいな」を揃えました。

装いにこだわりを。
自分らしく、スタイリッシュに、華やかに。
「あったらいいな」を揃えました。

　　　　　　走行
燃料消費率（国土交通省審査値）

29.2㎞/L
ターボエンジン
26.0㎞/L

★
土・日
・
祝
日
も
営
業
し
て
お
り
ま
す（
奄
美
店
・
徳
之
島
店
）

BOX

BOX

　　　　　　走行
燃料消費率（国土交通省審査値）

25.2㎞/L
ターボエンジン

21.6㎞/L 〈事業種目〉◆オール電化設備　◆太陽光発電設備
奄美群島一円・太陽光発電・オール電化

SAKAE・MY-STYLE㈱
サカエ・マイスタイル㈱　代表取締役　栄　　純一

http://amami-sms.net/

たくさんある太陽電池の中でも特
に、単結晶シリコン太陽電池という
ものがより多くの電気を作ります！
太陽電池の種類を選び間違えない
こと、これは大事なことです。
電気を売って（売電収入）

ココ
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戦後６９年

③

奄
美
、次
代
を
担
う
後
世
へ

昼
に
最
接
近
、暴
風
域
も

台
風
１１
号
ゆ
っ
く
り
北
上

避
難
所
１
０
５
カ
所
開
設

奄
美
市
、台
風
１１
号
接
近
で

ふ
る
さ
と
納
税
を
拡
充

安
倍
政
権
、来
年
度
か
ら

石
破
グ
ル
ー
プ
が

初

研

修

会

ポ
ス
ト
安
倍
へ
派
閥
化
構
想

太
平
洋
戦
争
末
期
の
1

9
4
4
（
昭
和
19
）
年
10

月
か
ら
45
年
8
月
に
か

け
、
敗
退
を
続
け
る
日
本

軍
は
飛
行
機
操
縦
者
を
兵

器
と
す
る
特
別
攻
撃
隊
を

出
撃
さ
せ
た
。
4
月
か
ら

の
沖
縄
作
戦
で
は
鹿
児
島

県
の
知
覧
、
万
世
、
鹿
屋
、

徳
之
島
な
ど
の
陸
海
軍
基

地
か
ら
、
幾
つ
も
の
若
い

命
が
帰
ら
ざ
る
出
撃
に
飛

び
立
っ
た
。

か
つ
て
徳
之
島
の
天
城

町
に
は
特
攻
基
地
が
あ
っ

た
。
現
在
の
空
港
の
東
側

に
あ
る
浅
間
陸
軍
飛
行
場

跡
。
平
和
通
り
と
呼
ば
れ

る
直
線
道
路
の
起
点
に
、

高
さ
6
㍍
の

石

碑

が

建

つ
。
終
戦
か

ら
30
年
後
に

建
立
さ
れ
た

特
攻
平
和
慰

霊

碑

で

あ

る
。

飛
行
場
は
、
長
さ
1
5

0
0
㍍
、
幅
60
㍍
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
台
湾
、
沖
縄
、

奄
美
な
ど
本
土
へ
の
飛
び

石
伝
い
の
防
衛
強
化
が
叫

ば
れ
て
い
た
43
年
11
月
に

着
工
さ
れ
た
。
奄
美
大
島

や
沖
永
良
部
島
、
与
論
島

な
ど
の
住
民
や
学
生
ま
で

を
動
員
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

畑
を
切
り
開
き
、
突
貫
工

事
で
滑
走
路
に
造
り
上
げ

た
。滑

走
路
近
く
に
本
部
と

兵
舎
、
岡
前
集
落
に
燃
料

施
設
、
弾
薬
洞
く
つ
、
浅

間
集
落
に
救
護
所
と
整
備

中
隊
、
湾
屋
川
沿
い
に
送

信
所
と
糧
秣
倉
庫
、
馬
鞍

岳
と
大
和
城
そ
ば
に
第

1
、
第
2
集
積
所
な
ど
が

あ
っ
た
。
建
設
中
、
南
側

の
瀬
滝
集
落
方
面
に
も
飛

行
場
を
造
ろ
う
と
し
た

が
、
戦
局
悪
化
の
た
め
浅

間
を
優
先
さ
せ
た
と
い

う
。

特
攻
隊
員
ら
は
、
戦
闘

機
や
襲
撃
機
な
ど
に
乗
り

込
み
、
機
体
に
2
5
0
㌔

爆
弾
を
つ
り
下
げ
、
片
道

だ
け
の
燃
料
を
積
む
と
米

艦
船
に
体
当
た
り
攻
撃
す

る
た
め
沖
縄
の
空
へ
旅
立

っ
た
。

徳
之
島
を
飛
び
立
っ
た

特
攻
機
は
、
敵
艦
に
突
っ

込
む
か
敵
機
に
撃
墜
さ
れ

る
か
二
つ
に
一
つ
。
45
年

3
月
31
日
に
誠
第
39
飛
行

隊
が
出
撃
し
て
以
降
、
浅

間
飛
行
場
か
ら
出
撃
し
た

戦
死
者
は
14
人
を
数
え

る
。特

別
操
縦
見
習
士
官
1

期
生
の
大
貫
健
一
郎
少
尉

（
当
時
24
）
は
、
米
軍
が

沖
縄
・
嘉
手
納
と
読
谷
両

飛
行
場
に
上
陸
間
も
な
い

4
月
3
日
、
陸
軍
特
別
攻

撃
隊
第

振
武
隊
の
一
員

と
し
て
知
覧
を
出
撃
し

た
。沖

縄
本
島
西
方
の
連
合

軍
艦
船
を
攻
撃
す
る
作
戦

で
、
奄
美
大
島
を
右
手
に

見
て
前
進
し
た
が
、
徳
之

島
上
空
で
米
軍
グ
ラ
マ
ン

戦
闘
機
の
急
襲
を
受
け
、

少
尉
2
人
が
戦
死
。
大
貫

は
爆
弾
を
捨
て
浅
間
飛
行

場
に
不
時
着
し
た
。

生
き
残
っ
た
の
は
大
貫

ら
5
人
。
守
備
隊
や
徳
之

島
の
住
民
に
助
け
ら
れ
て

脱
出
。
喜
界
島
か
ら
友
軍

機
に
乗
せ
ら
れ
て
福
岡
に

着
い
た
5
人
は
、
休
む
暇

も
な
く
帰
還
申
告
を
す
る

た
め
、
軍
司
令
部
に
出
頭

し
た
。

出
て
き
た
の
は
司
令
官

と
参
謀
で
、
整
列
し
た
大

貫
ら
を
い
き
な
り
怒
鳴
り

つ
け
た
。

「
お
ま
え
た
ち
、
命
が

惜
し
く
て
帰
っ
て
来
た
の

か
。
そ
ん
な
に
死
ぬ
の
が

嫌
か
。
臆
病
者
」

「
お
ま
え
た
ち
が
帰
っ

て
来
た
た
め
に
、
ア
メ
リ

カ
の
兵
隊
が
助
か
っ
て
い

る
ん
だ
。
死
ん
だ
連
中
に

申
し
訳
な
い
と
思
わ
な
い

の
か
」

上
官
ら
に
臆
病
者
と
言

わ
れ
る
覚
え
は
な
か
っ

た
。
燃
費
の
悪
い
飛
行
機

で
あ
れ
だ
け
戦
っ
た
の
は

最
善
の
努
力
だ
と
言
い
た

か
っ
た
。
帰
還
も
命
令
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
軍

隊
に
言
い
訳
は
通
ら
な

い
。
大
貫
ら
は
足
腰
が
立

た
な
く
な
る
ま
で
殴
ら
れ

た
。司

令
部
で
は
、
生
き
て

帰
っ
た
多
く
の
特
攻
隊
員

が
こ
の
よ
う
な
仕
打
ち
を

受
け
た
。
だ
が
、
監
禁
の

こ
と
は
公
に
さ
れ
な
い
ま

ま
、
終
戦
を
迎
え
た
。

陸
軍
の
収
容
施
設
で
地

獄
を
見
た
大
貫
は
、
戦
友

に
代
わ
っ
て
証
言
し
た
。

「
特
攻
作
戦
の
非
道
と

隊
員
の
気
持
ち
を
混
同
し

て
は
な
ら
な
い
。
特
攻
を

美
化
す
る
こ
と
の
無
責
任

さ
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
」

（
敬
称
略
）

強
い
台
風
11
号
は
7
日
、
沖
縄
・
南
大
東
島
の
南
海
上
を
北
上
し
た
。
奄
美
地
方
は
同
日
、
風
速
15
㍍
以

上
の
強
風
域
に
入
っ
て
風
雨
が
強
ま
り
、
海
上
は
大
し
け
と
な
っ
た
。
海
の
便
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
空
の
便
も

遅
延
が
相
次
ぐ
な
ど
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
た
。
台
風
は
予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
8
日
の
昼
ご
ろ
に
奄
美

地
方
に
最
接
近
し
、
北
部
は
風
速
25
㍍
以
上
の
暴
風
域
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
暴
風
雨
や
高
波
、

台
風
の
動
き
に
警
戒
が
必
要
だ
。

（
８
、９
面
に
関
連
記
事
）

名
瀬
測
候
所
に
よ
る

と
、
台
風
は
7
日
午
後
9

時
現
在
、
時
速
は
15
㌔
。

中
心
気
圧
は
9
4
5
ヘクト

パスカル
。
中
心
付
近
の
最
大
風

速
は
40
㍍
、
最
大
瞬
間
風

速
は
50
㍍
。
中
心
か
ら
南

東
側
2
0
0
㌔
と
北
西
側

1
5
0
㌔
以
内
が
暴
風

域
、
東
側
5
6
0
㌔
以
内

と
西
側
3
3
0
㌔
以
内
は

強
風
域
に
入
っ
て
い
る
。

最
大
瞬
間
風
速
は
同

日
、
奄
美
市
笠
利
町
で
午

後
5
時
15
分
に
23
・
7

㍍
、
喜
界
島
で
も
午
後
9

時
51
分
に
22
・
1
㍍
を
記

録
し
た
。

台
風
は
8
日
か
ら
9
日

に
か
け
、
最
大
風
速
40
㍍

の
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま

ま
北
上
す
る
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
ま
ま
予
報
円
の

中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
8

日
正
午
に
は
奄
美
市
名
瀬

の
東
南
東
約
2
0
0
㌔
、

喜
界
島
の
東
南
東
約
1
6

0
㌔
に
達
し
、
9
日
午
後

に
は
宮
崎
市
の
東
海
上
か

ら
四
国
へ
、
10
日
午
後
に

は
日
本
海
に
抜
け
る
見
込

み
。

奄
美
地
方
は
8
日
、
最

大
風
速
17
〜
25
㍍
、
最
大

瞬
間
風
速
は
30
〜
35
㍍
、

海
上
の
う
ね
り
を
伴
う
波

の
高
さ
は
6
〜
8
㍍
に
達

す
る
見
込
み
。
大
気
の
状

態
が
不
安
定
と
な
り
、
局

地
的
に
落
雷
や
竜
巻
な
ど

の
激
し
い
突
風
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
瀬
戸
内

町
で
は
同
日
明
け
方
に
か

け
、
海
岸
や
河
口
付
近

の
低
地
で
高
潮
に
よ
る

浸
水
や
冠
水
の
恐
れ
が

あ
る
。

同
測
候
所
は
警
報
・
注

意
報
と
最
新
の
気
象
情
報

に
も
留
意
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。
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【
概
況
】
台
風
11
号
の
影
響
で
雨
で
雷

を
伴
い
激
し
く
降
る
所
が
あ
る
。
海
上

は
う
ね
り
を
伴
い
猛
烈
な
し
け
と
な
る

所
が
あ
る
。

７面に関連データきょう 北東の
風強く後北の
風非常に強く、

雨所により朝から夜の
初め頃、雷を伴い激し
く降る

あ す 北西の
風非常に強く
後西の風強く、

曇り一時雨
●海上→きょう7後8
㍍、あす7後4㍍の波
でともにうねりを伴う

６０６０ ６０

℃℃

日出5：48 日入19：07

月出16：44 月入2：44

満潮 4：13＝潮位200

17：47＝潮位201

干潮 11：05＝潮位42

23：24＝潮位101

いずれも名瀬

台
風
11
号
の
接
近
に
伴

い
、
奄
美
市
は
7
日
正
午
、

災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し

た
。
午
後
5
時
、
市
内
1

0
5
カ
所
の
避
難
所
を
開

設
し
た
。
市
側
は
防
災
行

政
無
線
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
Ｆ
Ｍ
な
ど
を
通
じ
て

「
避
難
の
際
は
周
り
の
状

況
に
十
分
注
意
し
、
早
め

の
避
難
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

避
難
所
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
確

認
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
0
9
9
7
（
5
2
）

1
1
1
1
名
瀬
総
合
支

所
、
電
話
0
9
9
7
（
6

9
）
2
1
1
1
、
住
用
総

合
支
所
、
電
話
0
9
9
7

（
6
3
）
1
1
1
1
笠
利

総
合
支
所
。

政
府
は
、
故
郷
や
応
援

し
た
い
自
治
体
を
財
政
面

で
支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
を
2
0
1
5

年
度
か
ら
拡
充
す
る
方
針

を
固
め
た
。
居
住
地
に
お

け
る
税
金
軽
減
額
の
上
限

を
倍
に
す
る
こ
と
や
関
連

手
続
き
の
簡
素
化
が
柱
。

政
府
関
係
者
が
7
日
、
明

ら
か
に
し
た
。
安
倍
晋
三

首
相
が
掲
げ
る
「
地
方
創

生
」
に
向
け
て
設
置
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
で
検
討
。
年

末
に
取
り
ま
と
め
る
15
年

度
税
制
改
正
大
綱
に
反
映

さ
せ
る
。
来
年
春
の
統
一

地
方
選
を
に
ら
み
、
地
方

重
視
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
狙
い
が
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
現

在
の
居
住
地
以
外
の
自
治

体
に
2
千
円
を
超
す
額
を

寄
付
す
れ
ば
、
居
住
地
の

個
人
住
民
税
や
所
得
税
が

控
除
さ
れ
る
仕
組
み
で
、

08
年
に
始
ま
っ
た
。
年
収

や
世
帯
構
成
に
応
じ
て
控

除
額
は
異
な
る
が
、
現
行

で
は
住
民
税
の
約
1
割
が

上
限
と
な
っ
て
い
る
。

各
自
治
体
が
「
お
返
し
」

と
し
て
地
域
の
特
産
品
を

贈
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
、
制
度
の
利
用
者
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
だ
が「
寄

付
文
化
が
根
付
く
欧
米
に

比
べ
れ
ば
ま
だ
不
十
分
」

（
首
相
周
辺
）
で
、
政
府

と
し
て
制
度
の
利
用
を
さ

ら
に
促
す
必
要
が
あ
る
と

判
断
。
控
除
額
を
住
民
税

の
約
2
割
と
し
、
軽
減
さ

れ
る
税
金
を
倍
に
す
る
方

向
で
調
整
に
入
っ
た
。

ま
た
、
制
度
の
利
用
者

が
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
寄
付
翌
年
に
確
定
申

告
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
状
で
は
寄
付
し
た
自
治

体
の
領
収
書
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
、
煩
雑
と
の

指
摘
が
根
強
い
。
こ
の
た

め
創
生
本
部
は
、
寄
付
を

受
け
た
自
治
体
が
領
収
書

を
、
国
を
含
め
た
関
係
先

に
送
付
す
る
よ
う
仕
組
み

を
あ
ら
た
め
る
な
ど
、
手

続
き
の
簡
素
化
も
検
討
す

る
。税

収
減
の
恐
れ
が
あ
る

都
市
部
で
は
批
判
的
な
意

見
も
少
な
く
な
い
が
、
総

務
省
は
「
住
ん
で
い
る
自

治
体
の
減
収
分
は
、
国
が

交
付
す
る
地
方
交
付
税
で

配
慮
さ
れ
る
」
と
し
て
お

り
、
影
響
は
軽
微
に
と
ど

ま
る
見
通
し
だ
。

自
民
党
の
石
破
茂
幹
事

長
に
近
い
議
員
で
つ
く
る

「
無
派
閥
連
絡
会
」
が
7

日
、
初
の
研
修
会
を
新
潟

県
湯
沢
町
で
開
き
、
衆
参

両
院
議
員
約
30
人
が
参
加

し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
が

予
定
す
る
9
月
第
1
週
の

党
人
事
で
石
破
氏
の
幹
事

長
交
代
が
取
り
沙
汰
さ
れ

る
中
、
結
束
を
強
め
る
狙

い
だ
。
来
年
9
月
の
党
総

裁
選
で
首
相
後
継
を
目
指

す
こ
と
も
見
据
え
、
正
式

に
派
閥
と
す
る
構
想
が
出

て
い
る
。

石
破
氏
は
懇
親
会
で

「
安
倍
政
権
を
全
力
で
支

え
る
と
言
っ
て
き
た
。
そ

れ
に
は
一
人
一
人
が
選
挙

に
強
く
な
る
こ
と
が
必
要

だ
。
無
派
閥
連
絡
会
が
信

頼
で
き
る
友
を
つ
く
り
、

日
本
を
支
え
る
集
ま
り
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。
会
長
を
務
め

る
山
本
有
二
元
金
融
担
当

相
や
、
田
村
憲
久
厚
生
労

働
相
、
鴨
下
一
郎
幹
事
長

特
別
補
佐
、
浜
田
靖
一
幹

事
長
代
理
ら
が
参
加
し

た
。無

派
閥
連
絡
会
は
昨
年

1
月
に
初
会
合
を
開
催
し

た
。
国
会
開
会
中
は
他
派

閥
と
同
様
に
毎
週
木
曜
に

定
例
会
を
開
き
、
30
人
前

後
が
出
席
。
「
無
派
閥
議

員
の
情
報
交
換
」
を
目
的

に
掲
げ
た
が
、
石
破
派
結

成
に
向
け
た
囲
い
込
み
と

見
ら
れ
て
い
た
。
石
破
氏

は
「
脱
派
閥
」
の
党
改
革

を
進
め
る
党
執
行
部
の
立

場
を
踏
ま
え
、
定
例
会

に
は
講
師
と
し
て
2
回

出
席
す
る
に
と
ど
め
て

い
る
。

30
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
は
予
定
を

繰
り
上
げ
東
京
へ
と
戻
っ
た
。
来
島
す
る

は
ず
だ
っ
た
客
人
か
ら
は
「
旅
程
を
変
更

し
て
今
年
の
奄
美
巡
り
は
見
送
る
」
と
の

連
絡
。
一
個
人
で
こ
う
で
あ
る
。
夏
の
週

末
到
来
、
連
続
台
風
の
影
響
は
大
き
い
▼
船
便
が
復

旧
し
た
数
日
、
本
土
と
各
島
に
滞
留
し
て
い
た
人
や

日
常
物
資
が
激
し
く
行
き
交
っ
た
。
そ
れ
に
盆
の
贈

答
品
が
加
わ
り
、
関
係
業
種
は
大
忙
し
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
も
つ
か
の
間
。
北
上
す
る
11
号
は
旧
盆
の

迎
え
日
の
8
日
、
最
接
近
と
な
り
そ
う
だ
▼
7
日
、

奄
美
市
名
瀬
の
永
田
墓
地
に
は
台
風
の
接
近
を
見
越

し
て
ブ
ン
ム
ケ
を
繰
り
上
げ
、
ご
先
祖
さ
ま
を
自
宅

に
伴
う
人
が
続
々
と
訪
れ
て
い
た
。
時
折
降
る
横
殴

り
の
雨
の
中
、
ろ
う
そ
く
に
火
を
と
も
し
た
ち
ょ
う

ち
ん
を
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆
っ
て
家
路
に
就
く

姿
も
。
袋
小
路
の
市
道
は
、
墓
参
り
の
車
で
大
渋
滞

で
あ
る
▼
台
風
常
襲
地
帯
の
奄
美
だ
が
、
こ
の
台
風

は
例
年
に
な
い
盆
風
景
を
生
み
出
し
て
い
る
。
わ
が

家
の
ブ
ン
ム
ケ
と
親
族
回
り
の
準
備
に
、
台
風
の
進

路
と
空
海
路
の
状
況
を
に
ら
む
帰
省
家
族
の
送
り
迎

え
。
そ
し
て
台
風
対
策
…
▼
こ
の
時
期
は
何
か
と
忙

せ

し
い
も
の
。
そ
れ
で
も
、
急
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い

と
思
う
し
か
な
い
。
自
然
相
手
に
用
心
の
し
過
ぎ
は

な
い
。
そ
れ
は
、
ご
先
祖
さ
ま
の
教
え
で
も
あ
る
。

無
理
な
外
出
は
控
え
、
被
害
が
出
な
い
の
を
願
い
つ

つ
台
風
の
通
過
を
待
と
う
。

14�

30

13�

30

12�

30

11㈪

30

10㈰

40

9㈯

60

週間天気と

降 水 確 率

273226322632263226302631最高／最低

朝 昼 夜

最高 最低

２７３０

ききょょううのの天天気気

き
ょ
う
の

予
想
気
温

降
水
確
率
％

８月８日（金）

２０１４年（平成２６年）

旧暦７月１３日・先勝

月齢12．2

中潮

浅間飛行場跡の滑走路。陸軍の特攻基地であったことを

示す看板（左）があり、寝姿山（右上）を眺める＝天城町

美
化
の
無
責
任
許
さ
な
い

特攻の前線基地

台
風
接
近
で
海
、
空
の

便
が
欠
航
し
た
た
め
、
8

日
付
本
紙
が
一
部
地
域
で

お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
9

日
付
以
降
に
つ
き
ま
し
て

も
、
配
達
で
き
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

南
海
日
日
新
聞
社

お
こ
と
わ
り

暴暴風風域域

予予報報円円

強強風風域域

９９日日２２１１時時

８８日日２２１１時時

１１００日日２２１１時時

８８日日９９時時

第22173号

（（７７日日２２１１時時現現在在））

進路予想図

奄奄美美大大島島
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わんぱく相撲全国大会

栄栄（（
住住

用用

相相
撲撲
クク

））日日
本本
一一

奄
美
勢
４
年
ぶ
り
、団
体
６
位

九州中学校体育大会

勝勝（（
瀬瀬名名

））準準
∨∨
陸
上
１
年
１００
㍍

名
瀬
８
強
入
り
空
手
道
男
子
団
体
形

陸陸

上上

女女
子子
ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル

空空
手手
道道

水水

泳泳

樟
南
は
２
回
戦
敗
退

相
撲
団
体

決

勝

Ｔ

全国高校総体

上
和
田
・
栄（
大
島北

）予
選
通
過
女

子

カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

相相

撲撲

団
体
な
ら
で
は
の

強

さ

を

発

揮

カカ
ヌヌ
ーー

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
３
連
戦
３
連
勝

リリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーー
グググググググググググググググ

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

１０
│
１

巨

人

広
島
が
快
勝

広

島

６
│
２

中

日

ヤ

ク

ル

ト

１３
得
点
で
大
勝

ヤ
ク
ル
ト

１３
│
４

阪

神

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
５
連
勝

リリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーー
グググググググググググググググ

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

２
│
１

西

武

ロ
ッ
テ
、
サ
ヨ

ナ
ラ
で
５
連
勝

ロ

ッ

テ

２
│
１

楽

天

Ｄ
級
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ
初
出
場
Ｖ

瀬
戸
内
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

あ
す
球
児
の
夏
開
幕

全
国
高
校
野
球
選
手
権

き
ょ
う
の

藤
川
復
帰
、１
回
を
無
失
点

田
沢
２
勝
、上
原
２３
セ
ー
ブ
目

ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭ
ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ

大大リリーーググ

第
30
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
（
日
本
相
撲
協
会
、
東
京
青
年
会
議
所
主
催
）
は
3
日
、
東
京
・
両
国
国

技
館
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
学
4
〜
6
年
生
3
9
0
人
が
出
場
。
奄
美
か
ら
出
場
し

た
龍
瀬
小
の
栄
龍
征
（
住
用
相
撲
ク
ラ
ブ
）
が
5
年
生
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
奄
美
勢
の
優
勝
は
4
年
ぶ

り
。
6
年
生
の
部
の
白
松
俊
亮
（
徳
之
島
相
撲
ク
ラ
ブ
）
、
4
年
生
の
部
の
徳
田
蒼
（
朝
日
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）
と
3
人
で
組
ん
だ
奄
美
大
島
チ
ー
ム
も
6
位
に
入
っ
た
。

栄
は
昨
大
会
4
年
生
の
部

で
3
位
の
実
績
を
持
つ
が
、

5
月
に
右
膝
に
6
針
を
縫
う

け
が
を
負
い
1
カ
月
以
上
練

習
で
き
な
い
時
期
が
あ
っ

た
。
「
痛
く
は
な
か
っ
た
が

足
腰
が
な
ま
っ
て
い
て
『
差

し
て
寄
る
』
自
分
の
相
撲
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
」（
栄
）

と
大
会
で
の
取
組
を
振
り
返

る
。全

国
大
会
の
重
圧
の
中
、

決
し
て
万
全
の
状
態
で
は
な

か
っ
た
が
、
見
事
、
優
勝
し

た
。
快
進
撃
の
原
動
力
を
尋

ね
る
と
、
「
全
国
大
会
に
初

め
て
来
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
（
母
方
の
祖
母
、
林
久

江
さ
ん
）の
応
援
の
お
か
げ
」

と
話
す
。
「
決
勝
で
勝
っ
た

時
は
周
り
の
方
が
興
奮
し
て

い
て
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ

た
」
と
笑
顔
で
優
勝
の
瞬
間

を
振
り
返
っ
た
。

大
会
30
回
の
節
目
で
横
綱

の
座
を
勝
ち
取
っ
た
栄
。
今

後
の
目
標
を
問
う
と
「
憧
れ

の
両
国
で
優
勝
で
き
た
の
は

う
れ
し
い
。
12
月
の
全
日
本

小
学
生
相
撲
な
ど
、
今
度
は

ベ
ス
ト
の
状
態
で
ま
た
あ
の

土
俵
に
立
ち
た
い
。
ま
ず
は

9
月
の
九
州
大
会
で
優
勝
し

た
い
」
と
力
強
く
答
え
た
。

【
4
年
生
の
部
】
▽
2
回
戦

徳
田
蒼
（
朝
日
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
�
よ
り
き
り
�
江
面
龍
二

（
茨
城
Ｂ
）
▽
3
回
戦

三
浦
智

一
（
弘
前
・
青
森
）
�
は
た
き
こ

み
�
徳
田

【
5
年
生
の
部
】
▽
2
回
戦

栄
龍
征
（
住
用
相
撲
ク
ラ
ブ
）
�

お
し
だ
し
�
日
下
陸
（
白
石
・
宮

城
）
▽
3
回
戦

栄
�
よ
り
た
お

し
�
長
田
唯
聖
（
草
加
・
埼
玉
）

▽
4
回
戦

栄
�
よ
り
き
り
�
滝

尋
翔
（
茨
城
Ｄ
）
▽
5
回
戦

栄

�
あ
び
せ
た
お
し
�
吉
井
虹
（
富

士
山
・
静
岡
）
▽
準
々
決
勝

栄

�
あ
び
せ
た
お
し
�
大
辻
理
紀

（
播
州
高
砂
・
兵
庫
）
▽
準
決
勝

栄
�
よ
り
き
り
�
花
房
海
（
東

京
選
抜
）

▽
決
勝

栄
�
よ
り
た
お
し
�

落
合
哲
也
（
鳥
取
Ａ
）

【
6
年
生
の
部
】
▽
2
回
戦

江
連
春
樹
（
茨
城
Ａ
）
�
お
し
だ

し
�
白
松
俊
亮
（
徳
之
島
相
撲
ク

ラ
ブ
）

【
チ
ー
ム
成
績
】
▽
順
位

①

宇
城
・
熊
本
15
点
②
鳥
取
Ａ
10
点

③
松
山
・
愛
媛
10
点
④
五
所
川
原

9
点
⑤
富
士
山
9
点
⑥
奄
美
大
島

8
点

2
0
1
4
年
度
九
州
中
学

校
体
育
大
会
（
九
州
中
学
校

体
育
連
盟
な
ど
主
催
）
は
7

日
、
九
州
各
地
で
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
水
泳
、
空
手
、
陸
上

な
ど
が
あ
っ
た
。
陸
上
の
男

子
1
年
生
1
0
0
㍍
で
勝
優

晴
（
名
瀬
）
が
準
優
勝
と
活

躍
。
女
子
同
の
幾
真
希
（
朝

日
）
は
予
選
9
位
で
惜
し
く

も
決
勝
進
出
を
逃
し
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
男
女
の
予
選

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回

戦
が
あ
り
、
県
大
会
を
制
し

た
名
瀬
女
子
が
予
選
を
突
破

し
て
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め

た
。
空
手
道
に
は
奄
美
勢
か

ら
男
女
計
団
体
3
チ
ー
ム
、

個
人
2
選
手
が
出
場
し
た
が

男
子
団
体
形
で
名
瀬
が
8
強

入
り
し
た
の
が
最
高
だ
っ

た
。
水
泳
は
進
美
月
（
小
宿

中
）
が
女
子
2
0
0
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
に
出
場
し
た
が
決
勝

進
出
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

（
長
崎
県
立
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
）

【
男
子
】
▽
1
年
1
0
0
㍍
予

選
2
組

②
勝
優
晴
（
名
瀬
）
12

秒
33▽

同
決
勝

②
勝
12
秒
23

【
女
子
】
▽
1
年
1
0
0
㍍
予

選
2
組

⑤
幾
真
希
（
朝
日
）
13

秒
52１

年
１
０
０
㍍
２
位
の
勝

優
晴
（
名
瀬
）

大
き
な
会

場
で
気
持
ち
も
た
か
ぶ
り
、

レ
ベ
ル
の
高
い
ほ
か
の
走
者

に
引
っ
張
ら
れ
て
い
い
結
果

が
出
せ
た
。
九
州
で
こ
こ
ま

で
上
位
に
食
い
込
め
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
電

光
掲
示
板
を
見
て
驚
い
た
。

来
年
は
11
秒
台
を
出
し
て
全

国
標
準
記
録
を
狙
い
た
い
。

（
別
府
市
総
合
体
育
館
べ

っ
ぷ
ア
リ
ー
ナ
）

▽
予
選
グ
ル
ー
プ
Ｃ

名
瀬
2

―
0
（
25
―
22
、
25
―
17
）
朝
日

�
大
分

※
名
瀬
は
準
々
決
勝
で
宮

ノ
陣
（
福
岡
）
と
対
戦
。
勝

て
ば
準
決
勝
は
諫
早（
長
崎
）

―
宮
崎
日
大
の
勝
者
と
の
対

戦

（
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
）

【
団
体
形
】
〈
男
子
〉
▽
2
回

戦

緑
ヶ
丘
（
大
分
）
3
―
2
朝

日
、
名
瀬
3
―
2
戸
次
（
同
）
▽

3
回
戦

沖
縄
尚
学
付
属
4
―
1

名
瀬〈

女
子
〉
▽
1
回
戦

相
浦
（
長

崎
）
4
―
1
朝
日

【
団
体
組
手
】
〈
男
子
〉
▽
2

回
戦

富
田
（
宮
崎
）
3
―
0
朝

日
【
個
人
形
】
〈
女
子
〉
▽
1
回

戦

寺
川
萌
香
（
熊
本
）
3
―
2

幸
多
美
怜
（
伊
仙
）

【
個
人
組
手
】
〈
男
子
〉
▽
1

回
戦

浜
砂
昭
仁
（
富
田
）
6
―

0
立
山
陸
（
名
瀬
）

（
福
岡
市
立
総
合
西
市
民

プ
ー
ル
）

【
女
子
】
▽
2
0
0
㍍
バ
タ
フ

ラ
イ
予
選

⑪
進
美
月
（
小
宿
中
）

2
分
32
秒
42

勝
優
晴
（
名
瀬
）

6位と活躍した奄美大島チーム。右から優勝した

栄、徳田、白松（提供写真）

2
0
1
4
年
度
全
国
高
校

総
体
（
全
国
高
校
体
育
連
盟

な
ど
主
催
）は
7
日
、
東
京
、

神
奈
川
、
千
葉
、
山
梨
の
4

都
県
で
11
競
技
が
あ
っ
た
。

相
撲
の
団
体
は
決
勝
ま
で
行

せ
ん
ぽ
う

わ
れ
、
先
鋒
か
ら
大
将
ま

で
を
永
川
大
樹
（
亀
津
中
出

身
）
、
渡
雄
大
（
住
用
同
）
、

盛
銀
次
郎
（
篠
川
同
）
、
里

太
星
（
赤
木
名
同
）
、
前
田

風
海
矢
（
亀
津
同
）
と
出
身

5
選
手
が
メ
ン
バ
ー
を
占
め

る
樟
南
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
2
回
戦
で
敗
れ
た
。
カ
ヌ

ー
は
大
島
北
が
男
女
2
種
目

で
出
場
。
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ

ア
5
0
0
㍍
で
上
和
田
彩

歌
・
栄
陽
花
が
予
選
を
通

過
。
8
日
の
準
決
勝
に
駒
を

進
め
た
。

（
両
国
国
技
館
）

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦

樟
南
3
―
2
日
吉
ケ
丘
（
京
都
）

永
川
（
樟
）
�
お
し
だ
し
�
山

下
（
日
）
、
河
村
（
日
）
�
す
く

い
な
げ
�
渡
（
樟
）
、
桜
井
（
日
）

�
ひ
き
お
と
し
�
盛
（
樟
）
、
里

（
樟
）
�
よ
り
た
お
し
�
大
久
保

（
日
）、
前
田
（
樟
）
�
は
た
き
こ

み
�
花
井
（
日
）

▽
同
2
回
戦

箕
島
（
和
歌
山
）

4
―
1
樟
南

志
村
（
箕
）
�
よ
り
き
り
�
永

川
（
樟
）
、
渡
（
樟
）
�
し
た
て

だ
し
な
げ
�
千
覚
原
（
箕
）
、
〆

木
（
箕
）
�
ひ
き
お
と
し
�
盛

（
樟
）、
児
嶋
�
つ
き
お
と
し
�
里

（
樟
）、
菅
野
�
う
わ
て
な
げ
�
前

田
（
樟
）

樟
南
の
里
村
周
二
監
督

目
標
だ
っ
た
8
強
ま
で
あ
と

1
勝
。
結
果
は
残
念
だ
が
お

互
い
に
カ
バ
ー
し
合
い
、
団

体
な
ら
で
は
の
強
さ
を
発
揮

し
て
く
れ
た
。
1
、
2
年
生

が
多
い
若
い
チ
ー
ム
な
の
で

全
国
の
経
験
は
収
穫
。
勢
い

で
勝
ち
上
が
っ
た
感
が
あ
る

の
で
来
年
へ
向
け
て
精
神
面

の
成
長
が
課
題
だ
。
1
年
間

か
け
て
鹿
児
島
の
相
撲
を
背

負
え
る
チ
ー
ム
に
鍛
え
上
げ

た
い
。

前
田
風
海
矢
主
将
（
亀
津

中
出
身
）

高
校
最
後
の
大

会
。
結
果
に
は
悔
い
が
残
る

が
1
、
2
年
生
が
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
引
退
ま
で
は

で
き
る
だ
け
練
習
に
付
き
合

っ
て
後
輩
に
胸
を
貸
す
つ
も

り
。
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
来

年
は
目
標
の
ベ
ス
ト
8
を
果

た
し
て
ほ
し
い
。

（
精
進
湖
カ
ヌ
ー
競
技
場
）

【
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
5
0

0
㍍
】
▽
予
選
4
組

⑦
大
島
北

（
有
吉
・
重
信
・
山
田
・
南
）
2

分
5
秒
1
6
9

【
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
5
0
0

㍍
】
▽
予
選
5
組

大
島
北
（
上

和
田
・
栄
）
2
分
45
秒
0
1
9

【
評
】
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
8
年

ぶ
り
の
巨
人
戦
3
連
戦
3
連

勝
。
三
浦
は
完
封
こ
そ
逃
し

た
が
、
無
四
球
、
今
季
初
完

投
で
3
勝
目
。
打
線
は
一
回

に
筒
香
の
右
前
打
で
先
制
。

三
回
は
石
川
の
ソ
ロ
な
ど
5

安
打
で
3
点
。
七
回
も
4
安

打
で
4
点
。
巨
人
は
攻
守
に

粗
さ
が
目
立
ち
、
4
連
敗
。

【
評
】
広
島
が
効
果
的
に

得
点
を
重
ね
て
快
勝
。
三
回

に
会
沢
、
田
中
の
ソ
ロ
な
ど

で
3
点
を
先
制
。
四
回
に
1

点
を
加
え
る
と
、
七
回
は
エ

ル
ド
レ
ッ
ド
の
適
時
二
塁
打

な
ど
で
2
得
点
。
戸
田
が
七

回
途
中
2
失
点
で
2
勝
目
。

中
日
は
打
線
が
つ
な
が
り
き

ら
な
か
っ
た
。

【
評
】
ヤ
ク
ル
ト
が
球
団

新
記
録
の
8
試
合
連
続
2
桁

安
打
と
な
る
16
安
打
、
13
点

で
大
勝
。
四
回
に
畠
山
の
適

時
打
で
同
点
と
し
、
森
岡
の

勝
ち
越
し
3
ラ
ン
な
ど
一
挙

7
点
で
逆
転
。
六
回
の
雄
平

の
17
号
3
ラ
ン
な
ど
で
加
点
。

村
中
が
2
勝
目
。
阪
神
は
歳

内
ら
投
手
陣
が
崩
れ
た
。

◆ＤｅＮＡ―巨人13回戦（ＤｅＮＡ7勝6

敗、18時1分、横浜、25861人）

巨 人 000 000 001 1

ＤｅＮＡ 113 000 41× 10
（勝）三浦8試合3勝4敗

（敗）宮国2試合1敗

▽本塁打 石川6号①（宮国）阿部11号①（三

浦）

◆中日―広島17回戦（広島9勝8敗、18時、ナ

ゴヤドーム、27905人）

広 島 003 100 200 6

中 日 000 000 200 2
（勝）戸田11試合2勝1敗

（敗）岩田10試合2勝1敗

▽本塁打 会沢5号①（岩田）田中7号①（岩

田）

◆ヤクルト―阪神17回戦（阪神9勝8敗、18

時、神宮、28809人）

阪 神 100 002 001 4

ヤクルト 000 713 20× 13
（勝）村中5試合2勝2敗

（敗）歳内6試合1勝2敗

▽本塁打 森岡2号③（歳内）雄平17号③（高

宮）山田20号①（高宮）

◆西武―ソフトバンク15回戦（ソフトバン

ク10勝5敗、18時、県営大宮、17964人）

ソフトバンク 000 001 100 2

西 武 000 000 100 1
（勝）大隣3試合2勝

（Ｓ）サファテ45試合4勝1敗28Ｓ

（敗）岡本洋14試合1勝4敗

◆ロッテ―楽天15回戦（ロッテ8勝7敗、18

時15分、ＱＶＣマリンフィールド、11373人）

楽 天 000 000 010 0 1

ロッテ 001 000 000 2
（勝）大谷31試合1勝2敗 （延長十回）

（敗）則本21試合9勝8敗

▽本塁打 大嶺翔1号①（塩見）

（7日現在）（7日現在）

【
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
―
巨
人
】
巨
人
戦
に
先
発
し
た
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
・
三
浦
�
横
浜

【
評
】
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が

5
連
勝
。
六
回
に
李
大
浩
の

中
前
打
で
1
点
を
先
制
し
、

七
回
は
細
川
の
犠
飛
で
加
点

し
た
。
大
隣
は
6
回
を
2
安

打
無
失
点
で
2
勝
目
。
救
援

陣
が
反
撃
を
1
点
に
抑
え
、

サ
フ
ァ
テ
が
28
セ
ー
ブ
目
。

西
武
は
打
線
が
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
。

【
評
】
ロ
ッ
テ
が
2
試
合

連
続
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
5

連
勝
。
1
―
1
の
延
長
十
回

1
死
二
塁
か
ら
角
中
が
中
越

え
に
決
勝
の
二
塁
打
。
先
発

唐
川
が
8
回
1
失
点
と
試
合

を
つ
く
り
、
救
援
陣
が
無
失

点
で
つ
な
い
だ
。
楽
天
は
九

回
か
ら
登
板
の
則
本
が
つ
か

ま
り
、
5
連
敗
で
借
金
20
。

2
0
1
4
年
度
第
1
回
瀬

戸
内
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
主
催
）
は
5
日
、
同

町
の
古
仁
屋
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
Ｄ
級
決
勝
が
あ
り
、
大
会

初
出
場
の
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ
が
平

成
2
年
生
を
サ
ヨ
ナ
ラ
で
下

し
優
勝
し
た
。
最
優
秀
選
手

に
は
古
川
啓
輔
（
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ

ｓ
）
選
手
が
選
ば
れ
た
。

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ
は
初
回
に
6
失

点
を
許
し
た
も
の
の
、二
回
、

打
者
一
巡
の
猛
攻
に
敵
失
を

絡
め
て
7
得
点
で
逆
転
。
平

成
2
年
生
も
す
か
さ
ず
追
撃

し
て
三
回
に
同
点
、
四
回
に

再
逆
転
を
果
た
す
。
追
い
込

ま
れ
た
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ
は
そ
の

裏
、
2
死
か
ら
7
番
古
川
が

起
死
回
生
の
左
越
え
二
塁

打
。
走
者
2
人
が
返
り
、
同

点
に
追
い
つ
く
と
続
く
水
上

が
二
塁
の
頭
上
を
越
え
る
し

ぶ
と
い
単
打
を
放
ち
、
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
で
初
優
勝
を
果
た

し
た
。

◇
Ｄ
級
決
勝

平
成
2
年
生

6
0
1
2

9

0
7
0

10

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ

（
平
）
関
、
渡
辺
―
鎌
田

（
Ｃ
）
廣
田
―
古
川

▽
二
塁
打

古
川
（
Ｃ
）
、

渡
辺
、
重
田
（
平
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｄ
級
を
制
し
た
Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
ｓ

（
提
供
写
真
）

第
96
回
全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
は
49
代
表
校
が
参

加
し
て
9
日
に
甲
子
園
球
場

で
開
幕
し
、
15
日
間
（
準
々

決
勝
翌
日
の
休
養
日
を
含

む
）
の
熱
戦
が
始
ま
る
。
8

日
は
午
前
9
時
か
ら
入
場
行

進
や
選
手
宣
誓
な
ど
の
開
会

式
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施
す

る
。

入
場
行
進
は
甲
陽
学
院

（
兵
庫
）
の
西
田
壮
汰
主
将

が
先
導
役
を
務
め
る
。
同
校

は
甲
子
園
球
場
が
誕
生
し
た

1
9
2
4
年
に
当
時
の
主
将

が
行
進
で
先
頭
を
歩
い
た
。

昨
年
、
初
出
場
優
勝
し
今
年

は
群
馬
大
会
で
敗
れ
た
前

橋
育
英
を
先
頭
に
、
沖
縄

尚
学
か
ら
武
修
館
（
北
北
海

道
）
ま
で
代
表
校
が
南
か
ら

北
の
順
に
行
進
す
る
。
選
手

宣
誓
は
作
新
学
院（
栃
木
）の

中
村
幸
一
郎
主
将
が
行
う
。

◇
総
合

九
州
中
学
校
体

育
大
会

陸
上
最
終
日
（
9

時
30
分
・
長
崎
県
立
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
）
▽
水

泳
最
終
日
（
9
時
・
福
岡
市

総
合
西
市
民
プ
ー
ル
）
▽
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
最
終
日
（
9
時

30
分
・
別
府
市
総
合
体
育
館

ほ
か
）
▽
サ
ッ
カ
ー
第
1
日

（
9
時
30
分
・
佐
賀
県
総
合

運
動
場
球
技
場
ほ
か
）
▽
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
第
1
日（
9
時
・

宮
崎
市
総
合
体
育
館
）
▽
柔

道
第
1
日
（
9
時
30
分
・
北

九
州
市
立
総
合
体
育
館
）

◇
総
合

全
国
高
校
総
合

体
育
大
会
第
8
日
（
9
時
30

分
・
東
京
体
育
館
ほ
か
）

◇
野
球

全
日
本
中
学
選

手
権
第
1
日
（
12
時
30
分
・

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
場
ほ
か
）

◇
ゴ
ル
フ

ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ

カ
ッ
プ
第
1
日
（
8
時
・
札

幌
国
際
）
▽
全
国
高
校
選
手

権
第
3
日
（
7
時
・
山
口
県

宇
部
72
）
▽
全
国
中
学
校
選

手
権
第
3
日
（
7
時
30
分
・

山
口
県
宇
部
72
）

◇
プ
ロ
野
球

セ
・
リ

ー
グ

巨
人
・
セ
ド
ン
―
中

日
・
大
野
（
18
時
・
東
京
ド

ー
ム
）
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
・
井
納
―

ヤ
ク
ル
ト
・
石
川
（
18
時
・

横
浜
）
阪
神
・
藤
浪
―
広

島
・
前
田
（
18
時
・
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
）
▽
パ
・
リ
ー

グ

楽
天
・
辛
島
―
オ
リ
ッ

ク
ス
・
西
（
18
時
・
コ
ボ
ス

タ
宮
城
）
ロ
ッ
テ
・
藤
岡
―

西
武
・
野
上
（
18
時
15
分
・

Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
）
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
摂
津

―
日
本
ハ
ム
・
メ
ン
ド
ー
サ

（
18
時
30
分
・
ヤ
フ
オ
ク
ド

ー
ム
）

【
デ
ン
バ
ー
共
同
】
米
大

リ
ー
グ
は
6
日
、
各
地
で
行

わ
れ
、
右
肘
手
術
か
ら
復
帰

し
た
カ
ブ
ス
の
藤
川
は
デ
ン

バ
ー
で
の
ロ
ッ
キ
ー
ズ
戦
で

昨
年
5
月
26
日
以
来
の
登
板

を
果
た
し
、
1
回
を
無
安
打

無
失
点
だ
っ
た
。
4
―
8
の

六
回
無
死
一
、
二
塁
か
ら
2

番
手
で
投
げ
、
死
球
を
与
え

た
後
は
二
ゴ
ロ
併
殺
打
、
左

飛
に
抑
え
た
。
チ
ー
ム
は
4

―
13
で
負
け
た
。

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の
田
沢

は
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
戦
で
八

回
に
投
げ
て
無
失
点
。
直
後

に
チ
ー
ム
が
2
―
1
と
勝
ち

越
し
、
2
勝
目
（
3
敗
）
を

挙
げ
た
。
九
回
を
無
失
点
で

締
め
た
上
原
が
23
セ
ー
ブ

目
。ブ

ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
の
川
崎

は
オ
リ
オ
ー
ル
ズ
戦
に
「
8

番
・
三
塁
」
で
4
打
数
2
安

打
。
チ
ー
ム
は
5
―
1
で
勝

ち
、
連
敗
を
4
で
止
め
た
。

オ
リ
オ
ー
ル
ズ
は
元
プ
ロ
野

球
中
日
の
左
腕
チ
ェ
ン
が
先

発
し
、
5
回
4
失
点
で
4
敗

目
（
12
勝
）。

ロ
イ
ヤ
ル
ズ
の
青
木
は
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
ス
戦
に

「
1
番
・
右
翼
」
で
4
打
数

無
安
打
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
は

4
―
3
で
勝
ち
3
連
勝
。
ヤ

ン
キ
ー
ス
の
イ
チ
ロ
ー
は
タ

イ
ガ
ー
ス
戦
で
九
回
に
右
翼

守
備
に
就
い
た
。
チ
ー
ム
は

5
―
1
で
勝
っ
た
。

ロ
ッ
キ
ー
ズ
戦
の
6
回
、
カ
ス
テ
ィ
ー
ヨ
捕
手
と
笑
顔
で
話
す
カ
ブ
ス
・
藤
川
�
デ
ン

バ
ー
（
共
同
）

9
日
に
開
幕
す
る
第
96
回

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

に
は
、
今
年
も
ス
タ
ー
候
補

が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
投
打
に

高
レ
ベ
ル
の
松
本
（
岩
手
・

盛
岡
大
付
）
と
最
速
1
5
0

㌔
を
誇
る
佐
野
（
大
分
）
の

両
右
腕
、
高
校
球
界
屈
指
の

ス
ラ
ッ
ガ
ー
の
岡
本
（
奈

良
・
智
弁
学
園
）
に
ひ
と
き

わ
熱
い
視
線
が
送
ら
れ
る
。

速
球
に
多
彩
な
変
化
球
を

備
え
る
本
格
派
の
松
本
は
、

高
校
通
算
本
塁
打
で
50
本
を

超
え
る
が
「
甲
子
園
で
は

投
手
の
方
で
貢
献
し
た
い
」

と
エ
ー
ス
の
役
割
に
徹
す

る
。
佐
野
は
直
球
に
頼
り
す

ぎ
ず
、
緩
急
を
付
け
た
投
球

も
で
き
る
柔
軟
性
が
魅
力

だ
。こ

の
2
人
以
外
に
も
右
腕

に
好
投
手
が
多
い
。
神
奈
川

大
会
決
勝
で
20
奪
三
振
を
記

録
し
た
2
年
生
の
吉
田
（
東

海
大
相
模
）
は
抜
群
の
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
持
ち
、
真
っ
す
ぐ

に
伸
び
が
あ
る
藤
嶋
（
愛

知
・
東
邦
）
は
1
年
生
な
が

ら
マ
ウ
ン
ド
度
胸
に
優
れ

る
。
直
球
に
威
力
が
あ
る
岸

（
高
知
・
明
徳
義
塾
）
や
投

打
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
飯

塚
（
新
潟
・
日
本
文
理
）
は

春
夏
連
続
出
場
の
実
力
者

だ
。
左
腕
で
は
森
田
（
富
山

商
）の
直
球
に
切
れ
が
あ
る
。

春
の
選
抜
大
会
1
回
戦
で

2
ホ
ー
マ
ー
の
岡
本
は
高
校

通
算
本
塁
打
が
70
本
を
超
え

た
。
選
球
眼
を
磨
き
「
ボ
ー

ル
球
を
振
ら
な
く
な
っ
た
」

と
好
球
必
打
で
成
長
し
た
姿

を
見
せ
ら
れ
る
か
。

捕
手
で
は
プ
ロ
注
目
の
清

水（
福
岡
・
九
州
国
際
大
付
）

と
守
屋
（
埼
玉
・
春
日
部
共

栄
）が
強
肩
強
打
で
鳴
ら
す
。

遊
撃
手
の
古
沢
（
九
州
国
際

大
付
）
は
走
攻
守
に
優
れ
、

脇
本
（
群
馬
・
高
崎
健
康
福

祉
大
高
崎
）
は
長
打
力
と
ス

ピ
ー
ド
を
併
せ
持
つ
。

（
吉
田
）

3．0
11．5
15．0
17．5
21．5

．621
．588
．500
．464
．438
．398

4
0
1
2
0
0

36
40
48
52
54
59

59
57
48
45
42
39

99
97
97
99
96
98

ソフトバンク
オリックス
日本 ハ ム
ロ ッ テ
西 武
楽 天

１
２
３
４
５
６

1．5
2．5
4．5
7．5
11．5

．548
．531
．521
．500
．467
．426

1
1
2
3
2
2

42
45
45
48
48
54

51
51
49
48
42
40

94
97
96
99
92
96

巨 人
阪 神
広 島
中 日
Ｄｅ Ｎ Ａ
ヤク ル ト

１
２
３
４
５
６

松本、佐野ら右腕に好投手

スラッガー岡本にも熱視線

高校野球の話題

勝

差

勝

率

引

分

負

数

勝

数

試
合
数

セセ・・リリーーググ勝

差

勝

率

引

分

負

数

勝

数

試
合
数

パパ・・リリーーググ
きのうのプロ野球

ス ポ ー ツ
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⑥古田町（売地）

⑤小俣町（売地）

広告有効期限/平成２6年8月末日

奄美市名瀬金久町１１-２

☎52-6020
鹿児島県知事免許（3）第5171号　九州不動産公正取引協議会加盟　㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員

URL:http://www2.synapse.ne.jp/athome/

《全物件仲介》（要仲介手数料）
☆あっとホームは日曜日も営業致しております。

敷金２カ月・礼金１カ月敷金２カ月・礼金１カ月

洋 6 × 洋
6×DK（6）、
鉄骨造3階
建1階部分、
シャワー、ク
ーラー付、駐
車場込、平成
18年4月築、
向里県営住
宅徒歩1分

③仲勝町（2DK）5.6万
円

和６×和６×和
４．５×DK(6)、木
造２階建２階部
分、シャワー付、
駐車場別8,000
円、平成3年築、
名瀬小学校徒歩
1分

⑥永田町（3DK）5.5万
円

洋7×洋4.5×K
（4.5）、鉄骨造1
階建2階部分、シ
ャワー、クーラー
付、駐車場1台
込、平成15年7月
築、輪内保育所前
バス停徒歩1分

⑦鳩浜町（2K） 5.5万
円

②長浜町（3DK）5.5万
円

和６×洋6×K(4)、鉄筋4階建3
階部分、シャワー付、駐車場別
6,000円、平成12年改築、長
浜公園徒歩１分

①長浜町（2K）4.0万
円

木造2階建、1階：和6×和8×LDK
（18）、対面キッチン、2階：洋6×洋
6×洋10、収納スペース多し、シャワ
ー付、駐車場込、平成26年５月リフ
ォーム済、有屋入口バス停徒歩１分

⑤有屋町（戸建）10万
円

洋10ワンルーム、鉄骨造3階建1
階部分、シャワー、クーラー付、駐
車場1台込、平成13年11月築、大
熊バス停前

④大熊町（1R）4.3万
円

和６×和６×DK(6)、木造２階建２階部
分、シャワー付、駐車場別3,000円、昭
和55年築、朝仁中央バス停徒歩1分

⑩朝仁新町（2DK）3.5万
円

和8×LDK(9)、鉄骨造2階建２階部分、
シャワー、クーラー付、駐車場1台込、
円、平成13年11改築、ダイエイ徒歩1分

⑪小浜町（1LDK）5.0万
円

洋7×K（4）、鉄筋コンクリート造3階建2階部
分、シャワー、クーラー付、駐車場別7，000
円、平成12年11月築、鳩浜バス停徒歩1分

⑯鳩浜町(1K） 4.0万
円

和6×洋6×K（4.5）、鉄筋5階建4階部
分、シャワー付、駐車場別6，000円、
昭和53年4月築、ダイエー徒歩1分

⑮小浜町（2K） 4.0万
円

⑬長浜町（2K）31，500円

和6×和4.5×K（6）、鉄筋5階建4階部
分、シャワー付、共益費1，000円、昭和
51年11月築、ウエスト・コート前バス停

和6×和4.5×K（3）、木造2階建1階部分、シ
ャワー付、昭和55年築、長浜バス停徒歩1分

⑫入舟町（2DK） 4.5万
円

洋6×和6×和4.5×DK（6）、鉄筋6階建3階部
分、シャワー付、駐車場別5，000円、エレベ
ーター有、昭和60年3月築、ツタヤ徒歩1分

⑭小浜町（3DK） 5.5万
円

和6×LDK（12）、鉄骨造3階建2階部分、
シャワー、クーラー付、駐車場1台込、平
成13年4月築、浦上公民館停徒歩1分　

⑧浦上町（１LDK）5.3万
円

和6×LDK(12)、
鉄骨造3階建２
階部分、シャワ
ー付、クーラー
付、駐車場１台
込、平成17年3
月築、小宿トン
ネル前バス停前

⑨浜里町（１LDK）5.3万
円

床面積117.76㎡（35坪）、鉄骨
造平家建、平成17年8月築、ウエ
ストコート前バス停徒歩１分

鉄筋コンクリート造、昭和54年6月築、大高
前バス停徒歩１分、賃貸用駐車場2台分有り

⑰入舟町（店舗・事務所）25万
円

12万
円

⑱石橋町（店舗・事務所）

賃   貸（住宅）特集賃   貸（住宅）特集賃   貸（住宅）特集

宅地/385.49㎡（116.61坪）、
建物/木造スレート葺平家建、
170.50㎡（51.57坪）、平成6年
2月築、須野バス停徒歩5分

①笠利町須野（売家）1,450万円

地目/田（現況宅地）389㎡（117.67
坪）、第1種中高層住居地域、建ペイ率
60％、容積率200％、朝仁中央バス停
徒歩2分、分筆も出来ます．

①朝仁新町（土地）1,883万円

地目/田（現況宅地）180㎡
（54.45坪）、第1種中高層住居地
域、建ペイ率60％、容積率200
％、朝仁中央バス停徒歩2分

②朝仁新町（売地）870万円

宅地/316.25㎡（95.66坪）、無指
定地域、建ペイ率70％、容積率
400％、赤徳小学校徒歩3分

⑩龍郷町赤尾木（売地）570万円

雑種地/599㎡（181.19坪）、無
指定地域、建ペイ率70％、容積率
400％、中勝バス停徒歩3分

⑨龍郷町中勝（売地）780万円

宅地169.80㎡（51.36坪）、第
1種中高層住居地域、建ぺい率
70％、容積率200％、角地、鳩
浜団地前バス停徒歩2分

③鳩浜町（売地）1,000

1,224

2,100

万
円

坪単価
15.3万円

原野151.0㎡（46坪）、第
1種中高層住居地域、建
ペイ率60％、容積率200
％、陸運事務所徒歩2分

⑧名瀬仲勝（土地）703万円

④浦上町（売地）
宅地/115.35㎡（34.89坪）、第
1種中高層住居専用地域、建ぺ
い率60％、容積率200％、浦上
農試前バス停徒歩1分

770万円

畑（現状宅地）/238㎡（72坪）、第
1種住居地域、建ぺい率60％、容
積率200％、みどり公園徒歩1分

万
円

宅地/547.82㎡（165.7坪）、第1
種住居地域、建ぺい率60％、容
積率200％、奄美高校徒歩1分

万
円

⑦笠利町用安（売地）
宅地/409.93㎡（124坪）、無指定
地域、建ぺい率70％、容積率400
％、ばしゃ山様より徒歩3分

992万円

2,800万円⑪永田町（売地）
宅地135.94㎡（41.12坪）、商業
地域、建ぺい率90％、容積率400
％、角地、名瀬小学校徒歩1分

貸店舗・事務所

貸駐車場 鉄筋コンクリートビルの１階部分全面屋根付
●矢之脇町　普通車10,000円、　軽8,000円

1階部分（180.15㎡ 約55坪）
4万
円2階部分（101.25㎡ 約30坪）

介護サービス関係、コンビニストアー、
飲食業、整体院、美容室等に最適

洋室
6帖

DK
6帖

洋室
6帖

ベランダ

クローゼットクローゼット
洗
面
所

玄関玄関玄関 PSPSPS

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

U.B 売　　家売　　家売　　家

売　　地売　　地売　　地

バルコニーバルコニー

洋室洋室

玄関玄関

浴室浴室
洗面洗面

クローゼットクローゼット

礼金なし

洋6×和６×和６×ＤＫ（８）、鉄
筋４階建３階部分、シャワー
付、駐車場１台込、昭和５８年
７月築、振興会館徒歩１分

浴室浴室浴室

玄関玄関玄関

トイレトイレトイレ

トイレトイレトイレ

ホールホールホール

物
入
物
入
物
入

床
の
間

床
の
間

床
の
間

押
入
押
入
押
入

押入押入押入

押入押入押入 台所台所台所

居間居間居間

和室和室和室

和室和室和室

洋室洋室洋室

洋室洋室洋室

洋室洋室洋室

【１階】

【２階】

ベランダベランダ

洋室
7帖
洋室
7帖

キッチン
4.5帖
キッチン
4.5帖

クローゼットクローゼット

ホールホール
玄関玄関玄関

U.BU.B

台所台所

浴室浴室
玄関玄関ト

イ
レ
ト
イ
レ洗

面
洗
面

和室和室 和室和室

和室和室

株式会社株式会社EPSEPS
■本社/鹿児島市平之町11-1
■奄美営業所/奄美市名瀬港町4-13-2
■本社/鹿児島市平之町11-1
■奄美営業所/奄美市名瀬港町4-13-2
☎0997-69-3691☎0997-69-3691

蓄電池・太陽光発電専門店蓄電池・太陽光発電専門店

暮らしが、変わる。
──電気の自給自足──

光熱費
円生活0

2020年の「省エネ住宅義務化
」へ向け

蓄電池・太陽光発電・オール
電化

電気を自給自足する生活始まって
るんです!

当然になりつつある、3つ
の言葉

作る 使う貯める

面積396.70㎡（120坪）分筆可・地目/宅地、
第1種中高層住居専用地域、建ぺい率60%、
容積率200%、浦上公民館より徒歩1分

面積126.98㎡（38.41坪）地目/宅地・第1種
中高層住居専用地域、建ぺい率60%、容積率
200%、浦上入口バス停より徒歩3分

●浦上町 万
円2,160

●浦上町 万
円750

木造平屋造り、2LDK（LDK11.3・和6・洋
5.2）、敷金2ヵ月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（新築・一戸建） 万
円6.0

木造2階建2階部分、3DK（DK6・和6・洋
6×2）、平成13年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場込

●赤尾木 万
円4.9

木造2階建2階部分、1K（8）、平成13年新
築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月、エ
アコン有り、駐車場込

●赤尾木 万
円3.0

鉄筋コンクリート造4階建1階部分、2DK（和
6・洋6.8・DK8.6）、駐車場代5,000円、平成15
年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月

●朝日町 万
円5.8

木造平屋造り、2LDK（LDK14.3・和6.2・洋
6.2）、平成19年新築・敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（一戸建） 万
円6.0

木造平屋造り、3DK（DK7.5・洋6×2・和6）、
平成15年新築・礼金1ヵ月、敷金1ヵ月、仲介
料1ヵ月、前家賃、駐車場2台込、DKクーラー
有り、浦上公民館より徒歩2分、8月空予定

●浦上町（一戸建） 万
円6.5

(朝日中学校プール向い)

国土交通大臣免許（1）第8118号
【広告有効期限　平成26年8月末日】
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与論町、中高生ら２４人

断断
食食
百百
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でで
心心
身身
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復
帰
祈
願
も
追
体
験

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

大島高校吹奏楽部３年生

「「
特特
別別
演演
奏奏
会会
はは
宝宝
物物
」」

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

引
退
公
演
に
千
人
の
観
客

ほこり拭って夏もすっきり
奈良 東大寺の大仏さま

奄美市・永田墓地

先先
祖祖
迎迎
ええ
、、前前
倒倒
しし

台
風
接
近

雨
の
中
で
墓
掃
除

あ
す
ウ
ミ
ガ
メ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

大
和
村
・
国
直
公
民
館

私
大
２
校
に
１
校

定

員

割

れ

１８
歳
人
口
減
が
影
響

与
論
町
弓
道
連
盟
（
竹
内
充
啓
会
長
）
主
催
の
断
食
百
射
会
が
3
日
、
同
町
弓
道
場
で
あ
っ
た
。
米
軍

政
下
に
あ
っ
た
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
断
食
に
ち
な
ん
で
毎
年
開
催
し
、
今
年
で

12
回
目
。
中
高
生
、
一
般
計
24
人
が
食
を
絶
っ
て
百
射
を
行
い
、
心
身
を
鍛
え
た
。

百
射
会
は
「
復
帰
の
父
」

と
呼
ば
れ
る
泉
芳
朗
が
1

9
5
1
（
昭
和
26
）
年
8

月
1
日
か
ら
5
日
間
、
断

行
し
た
断
食
祈
願
を
百
射

の
中
で
追
体
験
し
、
「
与

論
島
の
今
後
の
人
、
島
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
こ

う
」
と
、
元
同
町
教
育
長

の
田
中
國
重
さ
ん
（
72
）

�
同
町
那
間
在
住
�
が
発

起
人
と
な
っ
て
2
0
0
2

年
に
始
ま
っ
た
。

今
年
は
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
朝
食
と
昼

食
を
食
べ
ず
に
百
射
に
臨

ん
だ
。
ま
た
、
7
月
に
鹿

児
島
市
で
あ
っ
た
県
中
学

総
体
の
弓
道
競
技
個
人
で

優
勝
を
飾
っ
た
市
山
日
南

子
さ
ん
（
与
論
中
2
年
）

も
参
加
。
中
学
生
の
部
で

優
勝
し
、
23
日
に
東
京
都

で
あ
る
全
国
大
会
に
向
け

て
弾
み
を
つ
け
た
。

田
中
さ
ん
は
「
飽
食
の

時
代
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

食
を
絶
ち
百
射
を
行
う
こ

と
は
、
極
限
状
態
に
お
け

る
己
の
心
身
と
の
戦
い
で

あ
り
、
強
い
精
神
力
が
求

め
ら
れ
る
。
若
い
人
た
ち

が
断
食
を
体
験
す
る
こ
と

で
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
養

い
、
奄
美
の
歴
史
を
学
ん

で
次
の
世
代
に
も
伝
え
て

ほ
し
い
。
今
後
も
毎
年
続

け
て
青
少
年
育
成
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。大

会
結
果
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

▽
中
学
生

①
市
山
日

南
子
57
中
▽
高
校
生

①

池
田
菜
摘
58
中
▽
一
般
女

子

山
下
理
恵
子
35
中
▽

一
般
男
子

①
田
畑
徹
文

59
中

県
立
大
島
高
校
吹
奏
楽

部
（
立
石
純
也
顧
問
、
部

員
68
人
）
は
6
日
、
奄
美

市
名
瀬
の
文
化
セ
ン
タ
ー

で
特
別
演
奏
会
を
開
い

た
。
会
場
に
は
高
校
生
や

保
護
者
な
ど
千
人
近
く
が

集
ま
り
、
3
年
生
21
人
の

最
後
の
舞
台
を
見
届
け

た
。
3
年
生
は
最
後
に「
幸

せ
な
吹
奏
楽
生
活
だ
っ

た
」「
こ
の
時
間
は
宝
物
。

一
生
忘
れ
な
い
」
な
ど
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
。同

校
吹
奏
楽
部
は
昨
年

ま
で
4
年
連
続
、
通
算
で

7
回
、
九
州
大
会
に
出
場
。

今
年
は
全
国
大
会
出
場
を

目
標
に
5
年
連
続
の
県
代

表
を
狙
っ
た
が
、
惜
し
く

も
逃
し
た
。

特
別
演
奏
会
は
2
部
構

成
。
第
1
部
で
は
「
テ
キ

ー
ラ
」
「
フ
ィ
ン
ガ
ー
5

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
大

高
吹
奏
楽
部
お
な
じ
み
の

曲
や
、
選
抜
高
校
野
球
大

会
の
応
援
写
真
を
背
景
に

「
栄
光
の
架
橋
」
を
演
奏

し
た
。

第
2
部
で
は
3
年
生
は

胸
に
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
付

け
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

自
由
曲
の
交
響
詩
「
ロ
ー

マ
の
祭
り
」
な
ど
、
難
易

度
の
高
い
曲
も
力
強
く
演

奏
。
「
桜
の
季
節
」
を
部

員
全
員
で
合
唱
し
た
。

最
後
に
「
今
日
の
日
は

さ
よ
う
な
ら
」
に
合
わ
せ

て
、
3
年
生
が
一
人
一
人

あ
い
さ
つ
。
「
県
代
表
に

な
れ
ず
悔
し
い
け
ど
、
幸

せ
な
時
間
を
過
ご
せ
た
」

「
68
人
の
仲
間
や
立
石
先

生
、
両
親
、
友
人
、
先
輩
・

後
輩
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
る
」
な
ど
と
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
、
観
客
に
向

け
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
た
。
観
客
も
大
き
な
拍

手
で
応
え
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

観
客
に
向
け
て
3
年
生
が

一
人
一
人
あ
い
さ
つ
し
た

大
島
高
校
吹
奏
楽
部
の
特

別
演
奏
会
�
6
日
、
奄
美

市
名
瀬
の
奄
美
文
化
セ
ン

タ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

参
加
者
が
食
を
絶
っ
て
百

射
を
行
い
、
心
身
を
鍛
え

た
与
論
町
弓
道
連
盟
の
断

食
百
射
会
�
3
日
、
同
町

弓
道
場
（
提
供
写
真
）

奄
美
医
療
生
活
協
同
組

合
は
24
日
、
奄
美
市
名
瀬

の
小
湊
漁
港
で
2
0
1
4

舟
こ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
す
る
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
前
に
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
�
写
真

�
が
7
日
、
南
海
日
日
新

聞
社
を
訪
れ
た
。
メ
ン
バ

ー
ら
は
「
競
争
だ
け
が
舟

こ
ぎ
で
は
な
い
。
楽
し
く

舟
を
こ
い
で
み
よ
う
」
と

参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

舟
こ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
医
療
生
協
と
奄
美
中

央
病
院
の
創
立
60
周
年
記

念
事
業
の
一
環
。
競
技
は

①
一
般
②
職
場
対
抗
③
子

ど
も
（
小
中
高
）
④
シ
ニ

ア
（
自
己
申
告
可
）
―
の

4
部
門
で
実
施
す
る
。
距

離
は
1
4
0
㍍
。
か
じ
取

り
が
い
な
い
場
合
は
舟
こ

ぎ
協
会
の
会
員
が
引
き
受

け
る
。
参
加
費
は
一
般
、

職
場
、
シ
ニ
ア
が
5
千
円
、

子
ど
も
は
千
円
。

締
め
切
り
は
18
日
。
所

定
の
用
紙
で
申
し
込
む
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
0
9

9
7
（
5
6
）
2
0
3
0
、

フ
ァ
ク
ス
0
9
9
7
（
6

9
）
5
0
0
5
実
行
委
員

会
事
務
局
（
奄
美
体
験
交

流
館
内
）
の
実
さ
ん
。

奈
良
市
の
東
大
寺
大
仏

る

し
ゃ

殿
で
7
日
、
本
尊
の
盧
舎

な

ぶ
つ

那
仏
（
大
仏
）
に
た
ま
っ

た
1
年
分
の
ほ
こ
り
を
払

う
「
お
身
拭
い
」
が
あ
っ

た
。
お
盆
の
前
の
夏
の
恒

例
行
事
で
、
高
さ
約
15
㍍

の
大
仏
は
黒
光
り
す
る
つ

や
を
取
り
戻
し
た
。

午
前
7
時
す
ぎ
、
身
を

清
め
た
僧
侶
や
関
係
者
ら

約
1
6
0
人
が
白
装
束
に

わ
ら
草
履
姿
で
参
集
。
大

仏
の
魂
を
抜
く
法
要
が
終

わ
る
と
、
手
の
ひ
ら
や
膝

に
足
を
か
け
て
よ
じ
登

り
、
入
念
に
は
た
き
で
は

た
い
た
。

天
井
か
ら
縄
で
つ
る
し

た
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
近

づ
き
、
大
仏
の
顔
や
肩
を

拭
き
始
め
る
と
、
詰
め
掛

け
た
大
勢
の
見
物
客
は
歓

声
を
上
げ
、
盛
ん
に
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。祖

父
と
訪
れ
た
京
都
府

木
津
川
市
の
小
学
6
年
池

田
陸
人
君
（
12
）
は
「
上

の
方
の
頭
の
掃
除
が
す
ご

か
っ
た
」
と
驚
い
た
様
子

だ
っ
た

旧
盆
の
入
り
（
8
日
）

を
前
に
、
奄
美
市
名
瀬
の

永
田
墓
地
で
は
7
日
、
先

祖
の
霊
を
一
日
前
倒
し
て

自
宅
へ
迎
え
る
住
民
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
。
台
風

11
号
の
接
近
に
伴
い
時

折
、
雨
が
激
し
く
降
る
中
、

傘
を
さ
し
な
が
ら
、
墓
掃

除
や
墓
前
に
花
を
供
え

た
。奄

美
大
島
は
旧
暦
に
合

わ
せ
て
盆
行
事
を
行
う
地

域
が
多
い
。
永
田
墓
地
で

は
午
前
中
か
ら
、
花
を
持

っ
た
家
族
連
れ
な
ど
が

次
々
と
訪
れ
た
。
雨
風
が

強
ま
る
中
、
慌
た
だ
し
く

墓
石
を
清
掃
、
墓
前
に
手

を
合
わ
せ
て
先
祖
の
冥
福

を
祈
る
と
、
足
早
に
家
路

に
就
い
て
い
た
。

近
く
の
花
屋
に
は
、
一

日
早
い
迎
え
を
心
配
す
る

人
々
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
店
主
の
大
山
ワ
カ
子

さ
ん
（
77
）
は
「
台
風
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
。
気
持

ち
が
大
事
。
先
祖
も
分
か

っ
て
く
れ
る
。
そ
う
答
え

る
と
安
心
し
た
様
子
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

奄
美
市
笠
利
町
の
県
奄

美
パ
ー
ク
は
9
日
午
後
1

時
半
か
ら
、
屋
内
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
サ
マ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
く
。
関
係
者
は

「
島
を
代
表
す
る
女
性
の

歌
い
手
ば
か
り
。
ぜ
ひ
来

場
し
て
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。
入
場
無
料
。
た
だ

し
台
風
の
影
響
で
31
日
に

延
期
す
る
場
合
も
あ
る
。

出
演
メ
ン
バ
ー
は
Ｍ
ｉ

ｈ
ｏ
＆
Ｓ
ｈ
ｉ
ｚ
ｕ
ｋ

ａ
、
は
ま
だ
ゆ
か
り
さ
ん
、

楠
田
莉
子
さ
ん
、
別
府
ま

り
か
＆
藤
田
晶
の
4
組
。

ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ
プ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
、
島
唄
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
テ
ー

ジ
を
企
画
し
て
い
る
。

主
催
者
は
「
奄
美
の
夏

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
公
演
に
し
た
い
。
地
元

住
民
や
旧
盆
の
帰
省
客
、

観
光
客
の
交
流
の
場
に
な

れ
ば
」
と
話
し
た
。

日
程
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
電
話
0
9
9
7

（
5
5
）
2
3
3
3
奄
美

パ
ー
ク
か
、
同
パ
ー
ク
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

奄
美
海
洋
生
物
研
究
会

（
興
克
樹
会
長
）
主
催
の

第
14
回
奄
美
大
島
ウ
ミ
ガ

メ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
9
日

午
後
7
時
か
ら
大
和
村
の

国
直
公
民
館
で
あ
る
。
同

研
究
会
の
会
員
ら
が
ウ
ミ

ガ
メ
の
生
態
や
保
護
活
動

に
つ
い
て
発
表
。
興
会
長

は
「
夏
休
み
の
自
由
研
究

に
も
役
立
つ
内
容
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
年
代
の
人
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

発
表
テ
ー
マ
は
「
ア
オ

の
子
ガ
メ
は
ど
こ
へ
行

く
？
」（
浜
端
朋
子
さ
ん
）

や
「
く
ん
に
ょ
り
の
カ
メ

サ
バ
ク
リ
」
（
中
村
修
さ

ん
）
「
夏
休
み
子
ど
も
ウ

ミ
ガ
メ
講
座
」
（
水
野
康

次
郎
さ
ん
）
な
ど
五
つ
。

奄
美
で
野
生
の
イ
ノ
シ
シ

が
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
食
べ

た
事
例
の
調
査
報
告
も
あ

る
。参

加
無
料
、
午
後
9
時

ま
で
。
イ
ノ
シ
シ
料
理
の

試

食

も

あ

る
。
問
い
合

わ
せ
は
0
9

0
（
8
9
1

4
）
9
8
0

1
興
会
長
。

…
…
…
…
…

ウ
ミ
ガ
メ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

で
発
表
す
る

浜

端

さ

ん

（
右
）
と
興

会
長

格
安
航

空

会

社

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

バ
ニ
ラ
・

エ
ア
（
本

社
千
葉
県

成
田
市
、

石
井
知
祥

社
長
）
は

7
日
、
冬

期
（
10
月

26
日
〜
2

0
1
5
年

1
月
31
日
）
の
運
航
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
運
賃
を
発
表

し
た
。
成
田
―
奄
美
大
島

の
片
道
最
低
運
賃
を
8
千

円
か
ら
5
5
0
0
円
に
値

下
げ
し
、
最
高
運
賃
は
2

万
7
千
円
と
し
た
。
8
月

9
日
か
ら
航
空
券
を
販
売

す
る
。

運
賃
は
予
約
状
況
に
よ

っ
て
変
動
す
る
。
運
航
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
通

り
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る

出
演
者
の
は
ま
だ
さ
ん
、

楠
田
さ
ん
、別
府
さ
ん
（
左

か
ら
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4
年
制
私
立
大
で
今
春

の
入
学
者
が
定
員
割
れ
し

た
の
は
、
ほ
ぼ
2
校
に
1

校
と
な
る
46
％
だ
っ
た
こ

と
が
7
日
、
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
の

調
査
で
分
か
っ
た
。
昨
春

よ
り
6
�
の
増
加
で
、
高

校
を
卒
業
す
る
18
歳
人
口

が
約
5
万
人
減
少
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
。
事
業
団

は
「
今
後
も
新
入
生
の
確

保
が
厳
し
い
状
態
が
続

く
」
と
し
て
い
る
。

全
国
に
あ
る
5
8
7
校

の
う
ち
5
7
8
校
が
回
答

し
、
定
員
割
れ
は
33
校
増

の
2
6
5
校
。
一
方
、
定

員
を
上
回
る
学
生
が
入
学

し
た
大
学
は
31
校
減
の
3

1
3
校
だ
っ
た
。
定
員
全

体
に
占
め
る
入
学
者
の
割

合
を
示
す
入
学
定
員
充
足

率
は
、
2
�
下
が
り
1
0

4
％
と
な
っ
た
。

入
学
定
員
の
規
模
別
に

み
る
と
、
8
0
0
人
未
満

（
4
1
9
校
）
の
充
足
率

が
1
0
0
％
を
切
っ
た
の

に
対
し
、
8
0
0
人
以
上

（
1
5
9
校
）
は
1
0
0

％
を
超
え
て
お
り
、
小
規

模
の
大
学
ほ
ど
学
生
の
確

保
に
苦
し
ん
で
い
る
姿
が

う
か
が
え
る
。

地
域
別
で
は
、
東
北（
宮

城
県
を
除
く
）
が
充
足
率

82
％
で
最
も
低
く
、
前
年

度
か
ら
2
�
低
下
し
た
。

東京（成田）＝奄美大島
到 着
１１：１０

奄美大島＝東京（成田）
到 着
１３：５５
１４：００

出 発
８：３０

出 発
１１：５０
１１：５５

曜 日
毎日

曜 日
月水木金土日

火

期 間
１０月２６日～１月３１日

期 間

１０月２６日～１月３１日

便 名
ＪＷ８２１

便 名

ＪＷ８２２

「
お
身
拭
い
」
さ
れ
る
東
大
寺
の
大
仏
�
7
日
午
前
、
奈
良
市

冬期便５５００円に値下げ

社 会

バニラ・エア 成田―奄美の片道最低運賃

あすサマーコンサート
奄美パーク ジャズ、島唄など多彩

雨
の
中
墓
の
清
掃
を
行
う
夫
婦
�
7
日
、永
田
墓
地

楽
し
く
こ
い
で
み
よ
う

奄美市・小湊漁港

２４
日
、舟
こ
ぎ
フ
ェ
ス
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パーラー大丸鳩浜店
奄美市名瀬鳩浜町84-1 ℡0997-52-7799

●
ココ

大丸お客様駐車場益田泌尿
器科医院
　　　●

　鳩浜
●集会場

　　　　　●
陳小児科医院

BODY SHOP
ひさお●

●ヤマダ電気

P

P P

みどり保育園
　　●

●幼児の車内放置は危険です
●18歳未満のご入店はお断り致します
●お出かけの際には必ずカギをかけましょう！
●ひったくりに注意しましょう

本日10時
オープン
本日10時
オープン

パチンコパチンコ

CRCRCR 鉄のラインバレル鉄のラインバレル
CRCRCR くるくるぱちんこ新EX麻雀くるくるぱちんこ新EX麻雀くるくるぱちんこ新EX麻雀
CRCRCR ぱちんこキン肉マンぱちんこキン肉マンぱちんこキン肉マン

夢の超人タッグ編夢の超人タッグ編夢の超人タッグ編

主役は銭形2主役は銭形2主役は銭形2
エヴァンゲリオンエヴァンゲリオンエヴァンゲリオン 決意の刻決意の刻決意の刻

MAX

パチスロパチスロ

※
駐
車
場
あ
り

奄美市名瀬長浜町8 3ー（旧徳久産婦人科）
☎0997-69-4146

奄美眼科奄美眼科奄美眼科奄美眼科

ヨ　イ　シリョク

http://amami-eye.com

院長　眼科専門医 木 村　　章

午前 8:30～12:30
午後 1:30～5:30

月火水木金土日・祭

○○
○

○
○○

診 療 時 間
休　

診
休  

診
手
術
日

休  

診

九州電力●
←至新港 文化センター至→

●嘉川病院
奄
美
メ
ガ
ネ

　
　
　
コ
ン
タ
ク
ト

奄
美
メ
ガ
ネ

　
　
　
コ
ン
タ
ク
ト

奄
美
眼
科

奄
美
眼
科●

奄美信用組合
　　長浜支店

★P
P

4日 5日 6日 7日 8日 9日

手術日は、手術終了後の診察になりますので、
多少お待ちいただきます。
手術日は、手術終了後の診察になりますので、
多少お待ちいただきます。

ねこのて 携帯090-7296-7111

名瀬朝仁町30-16（タイヨ－朝仁店前）

便利屋

・粗大ゴミ処分・室内清掃・草刈り
・引越し・リサイクル品引取り
  その他何でもご相談下さい。
奄美市一般廃棄物収集運搬業許可・古物商鹿児島県公安委員会許可

リサイクルショップ

TEL54-9972

TEL54-4589

あなたの街の便利屋さん
見積り見積り

無料無料
見積り

無料

☎090-3327-8917・刃物研ぎ屋
修理・研ぎます！

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

切れなくなった切れなくなった

チップソーチップソー
もう一度使えるように…

増税後も

お盆ご準備会！お盆ご準備会！お盆ご準備会！お盆ご準備会！お盆ご準備会！

平
井
仏
壇
店

☎
54-

4
8
8
4

感
謝
の
暮
ら
し
に

80
本
大
展
示

仏具
付

★桜仏壇★桜仏壇★桜仏壇

大特
価

平常価格20万円を平常価格20万円を平常価格20万円を

大特
価 万

円
万
円222222万
円

88万
円

★紫檀仏壇★紫檀仏壇★紫檀仏壇

大特
価 万

円
万
円
万
円

★紫檀仏壇★紫檀仏壇★紫檀仏壇 ★紫檀仏壇★紫檀仏壇★紫檀仏壇

大特
価

仏具
付

平常価格50万円を平常価格50万円を平常価格50万円を 平常価格38万円を平常価格38万円を平常価格38万円を

仏具
付

仏具
付

万
円
万
円
万
円

平常価格80万円を平常価格80万円を平常価格80万円を

名
瀬
長
浜
町
19-

5

（
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ア
長
浜
店
向
い
）

171717 353535

ゴ
ミ
処
理
・
草
刈
り
・
引
っ
越
し
・
伐
採
は

孫の手へ孫の手へ孫の手へ

軽トラ

080
6425
4994

名
瀬
入
舟
町
９
ー
２（
屋
仁
川
通
り
）

☎
0
9
9
7（
52
）2
0
0
0

※
ご
希
望
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
紹
介
状
を
お
受

　

け
取
り
の
上
、履
歴
書
持
参
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
奄
美

募　集

 

●
経
験
者
優
遇　

詳
細
は
面
談
に
て

□
調
理
師　

  　

◆

若
干
名

買買
いい
物物
客客
でで
スス
ーー
パパ
ーー
混混
雑雑

台
風
準
備
と
旧
盆
重
な
り

奄美群島各地

町道４カ所 通行止め
農作物に防風対策

喜

界

町

奄美市名瀬

ト
ン
ネ
ル
で
バ
イ
ク
転
倒

男
性
軽
傷
、車
が
接
触
か

台風11号接近

迫
る
風
雨

対
策
急
ピ
ッ
チ

ノ
ロ
ノ
ロ
台
風
に
う
ん
ざ
り

１４
名
簿
業
者
に

出

回

る

ベ
ネ
ッ
セ
情
報
流
出

特
殊
詐
欺
、過
去
最
悪
ペ
ー
ス

警察庁まとめ

「
送
付
型
」手
口
が
急
増

きょうの海の便、

全 便 欠 航 決 定

医
師
刺
し
た

容
疑
で
男
逮
捕

札
幌
・
東
署

台
風
１３
号
発
生

奄
美
群
島
各
地
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売

店
は
7
日
、
台
風
11
号
接
近
と
旧
盆
入

り
（
8
日
）
を
控
え
、
多
く
の
買
い
物

客
で
混
雑
し
た
。
定
期
船
が
欠
航
し
た

た
め
、
県
本
土
か
ら
の
入
荷
も
ス
ト
ッ

プ
。
牛
乳
や
野
菜
な
ど
の
食
料
品
が
品

薄
と
な
る
大
型
ス
ー
パ
ー
も
み
ら
れ

た
。
台
風
の
進
路
や
速
度
次
第
で
は
欠

航
が
長
引
く
恐
れ
も
あ
り
、
引
き
続
き

品
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
の
ス

ー
パ
ー
「
Ａ
コ
ー
プ
瀬
戸

内
店
」（
山
口
力
也
店
長
）

は
、
開
店
直
後
か
ら
買
い

物
客
で
ご
っ
た
返
し
た
。

船
の
欠
航
を
見
越
し
て
仕

入
れ
た
商
品
は
通
常
の
5

倍
。
供
え
物
の
果
物
や
菓

子
が
次
々
と
売
れ
た
ほ

か
、
断
水
に
備
え
て
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
ま
と

め
買
い
す
る
人
も
い
た
。

重
い
買
い
物
袋
を
抱
え

た

加

藤

ミ

ナ

枝

さ

ん

（
65
）
は
「
今
週
は
毎
日

ス
ー
パ
ー
に
通
っ
た
。
こ

れ
だ
け
買
え
ば
欠
航
が
続

い
て
も
大
丈
夫
。
冷
蔵
庫

は
満
杯
で
す
」
と
ほ
っ
と

し
た
様
子
。
山
口
店
長

（
52
）
は
「
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
人
数
。
商
品

補
充
が
追
い
付
か
ず
混
乱

し
て
い
る
」
と
慌
た
だ
し

く
作
業
を
進
め
な
が
ら
話

し
た
。

奄
美
市
名
瀬
の
㈱
グ
リ

ー
ン
ス
ト
ア
で
も
、
台
風

に
備
え
牛
乳
を
は
じ
め
と

す
る
乳
製
品
や
パ
ン
を
通

常
よ
り
も
多
く
発
注
し

た
。
陳
列
棚
に
は
常
に
補

給
し
て
い
る
が
、
訪
れ
る

買
い
物
客
ら
は
通
常
よ
り

多
く
の
本
数
を
次
々
と
買

い
求
め
て
い
た
。

同
市
名
瀬
の
60
代
の
主

婦
は
「
お
盆
で
家
族
も
増

え
、
通
常
よ
り
も
多
く
買

っ
た
。
何
と
か
二
、
三
日

は
大
丈
夫
」
な
ど
と
話
し

た
。
同
店
の
担
当
者
は「
牛

乳
な
ど
は
在
庫
も
あ
る

が
、
長
引
く
と
影
響
が
あ

る
」
と
心
配
し
た
。

奄
美
群
島
内
で
台
風
の

予
想
進
路
に
最
も
近
い
喜

界
町
は
7
日
午
後
2
時
、

庁
舎
内
に
災
害
警
戒
本
部

を
設
置
し
、
町
民
に
対
し

防
災
行
政
無
線
で
注
意
を

呼
び
掛
け
た
。
町
は
事
前

対
策
と
し
て
、
同
日
午
後

4
時
半
か
ら
海
岸
沿
い
の

高
潮
の
恐
れ
が
あ
る
町
道

な
ど
4
カ
所
を
通
行
止
め

と
し
た
。
農
作
物
へ
の
被

害
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

湾
地
区
に
あ
る
町
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防
風

対
策
と
し
て
夏
植
え
用
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
一
芽
苗
を
、

防
風
性
に
優
れ
た
硬
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
移
動

す
る
作
業
に
追
わ
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
る
平
張
り
ハ
ウ
ス
で

で
は
、
今
月
末
か
ら
始
ま

る
夏
植
え
用
の
一
芽
苗
約

2
万
4
千
本
を
栽
培
。
台

風
の
勢
力
が
非
常
に
強

く
、
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
と
し
て
、
午
前
中

か
ら
職
員
10
人
が
総
出
で

隣
接
す
る
硬
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
に
移
し
替
え
て

い
た
。

叶
一
寿
所
長
に
よ
る

と
、
硬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
は
風
速
40
―
50
㍍
程

度
の
暴
風
に
も
耐
え
ら
れ

る
構
造
だ
が
、
2
年
前
に

奄
美
を
襲
っ
た
台
風
18
号

で
は
予
想
を
超
え
る
暴
風

雨
の
た
め
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
屋
根
部
分
が
損

壊
し
た
と
い
う
。

今
回
の
11
号
に
つ
い
て

も
「
勢
力
が
強
い
上
に
速

度
が
遅
い
の
で
暴
風
雨
が

長
時
間
続
く
と
聞
い
て
い

る
」
と
話
し
、
不
安
そ
う

な
表
情
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

や
露
地
栽
培
の
ゴ
マ
、
シ

ョ
ウ
ガ
も
栽
培
し
て
お
り

「
路
地
栽
培
の
作
物
は
効

果
的
な
対
策
が
立
て
ら
れ

な
い
の
が
現
状
。
被
害
が

少
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
」
と
話
し
た
。

町
総
務
課
に
よ
る
と
、

町
道
で
通
行
止
め
と
し
て

い
る
の
は
ス
ギ
ラ
海
岸

線
、
あ
ま
る
線
、
小
野
津

志
戸
桶
線
、
中
西
蒲
生
線
。

同
日
午
後
5
時
現
在
、
町

内
で
の
被
害
の
情
報
な
ど

は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
状
況
に
応
じ
て
避

難
所
を
開
設
す
る
可
能
性

も
あ
る
と
い
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

買
い
物
客
ら
が
次
々
と
買

い
求
め
た
乳
製
品
コ
ー
ナ

ー
�
7
日
、
奄
美
市
名
瀬

の
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ア

7
日
午
前
10
時
50
分
ご

ろ
、
奄
美
市
名
瀬
と
龍
郷

町
を
結
ぶ
国
道
58
号
本
茶

ト
ン
ネ
ル
内
で
「
バ
イ
ク

が
倒
れ
男
性
が
う
ず
く
ま

っ
て
い
る
」
と
匿
名
の
1

1
0
番
通
報
が
あ
っ
た
。

男
性
は
軽
傷
。
バ
イ
ク
車

体
に
他
の
車
両
と
接
触
し

た
痕
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
奄
美
署
は
ひ
き
逃
げ

の
疑
い
が
あ
る
と
み
て
捜

査
し
て
い
る
。

現
場
は
ト
ン
ネ
ル
中
央

付
近
の
直
線
部
分
。
同
署

に
よ
る
と
、
バ
イ
ク
を
運

転
し
て
い
た
市
内
の
20
代

男
性
が
名
瀬
方
面
か
ら
龍

郷
方
向
に
走
行
中
、
故
障

の
た
め
い
っ
た
ん
停
車
し

発
車
し
た
直
後
、
後
ろ
か

ら
来
た
軽
自
動
車
が
バ
イ

ク
の
車
体
右
側
に
接
触
し

た
と
み
ら
れ
る
。
車
は
停

車
せ
ず
走
り
去
っ
た
。

こ
の
事
故
で
約
1
時
間

半
に
わ
た
り
同
ト
ン
ネ
ル

が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
、
交
通
に
影
響
が
出
た
。

台
風
11
号
が
接
近
す
る

奄
美
群
島
で
は
7
日
、
住

民
や
農
家
ら
が
対
策
に
追

わ
れ
た
。
12
号
か
ら
間
を

置
か
な
い
〝
ノ
ロ
ノ
ロ
台

風
〞
に
「
風
雨
が
収
ま
ら

な
い
と
普
段
の
生
活
に
戻

れ
な
い
」
と
う
ん
ざ
り
し

た
様
子
。
家
屋
を
補
強
し
、

土
の
う
を
積
む
な
ど
し
て

迫
る
風
雨
に
急
ピ
ッ
チ
で

備
え
た
。

奄
美
市
住
用
町
役
勝
の

果
樹
農
家
・
元
井
雄
太
郎

さ
ん
（
29
）
は
千
本
の
タ

ン
カ
ン
に
支
柱
を
立
て
る

作
業
を
6
日
に
終
え
た
ば

か
り
。
「
葉
や
枝
に
傷
が

付
く
と
病
気
が
発
生
し
や

す
く
な
る
。
実
が
落
ち
れ

ば
大
損
害
だ
」
と
心
配
す

る
。7

日
は
自
宅
の
防
風
林

が
折
れ
て
飛
ば
さ
れ
る
2

次
被
害
が
出
な
い
よ
う
枝

を
刈
っ
た
。
「
や
れ
る
だ

け
の
こ
と
は
全
て
や
っ

た
。
何
事
も
な
く
過
ぎ
去

っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。

龍
郷
町
大
勝
の
男
性

（
78
）
は
自
宅
の
雨
戸
に

板
を
打
ち
付
け
て
補
強
し

た
。
「
遠
く
の
海
か
ら
波

の
音
が
聞
こ
え
る
。
こ
う

い
う
時
は
特
に
注
意
が
必

要
だ
。
今
度
は
油
断
で
き

な
い
」
と
強
ま
る
風
雨
を

警
戒
し
た
。

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
の
永

井
千
草
さ
ん
（
41
）
は
停

電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
を

準
備
し
た
。
カ
ッ
プ
麺
や

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
も
大
量

に
購
入
。
「
風
が
収
ま
ら

な
い
と
普
段
の
生
活
に
戻

れ
な
い
」
と
た
め
息
を
つ

い
た
。

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
顧
客
情
報
流
出

事
件
で
、
逮
捕
さ
れ
た
元

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

（
Ｓ
Ｅ
）
の
松
崎
正
臣
容

疑
者
（
39
）
が
持
ち
出
し

た
デ
ー
タ
が
、
少
な
く
と

も
14
の
名
簿
業
者
に
出
回

っ
て
い
た
こ
と
が
7
日
、

捜
査
関
係
者
へ
の
取
材
で

分
か
っ
た
。
そ
の
後
の
転

売
先
は
数
百
社
に
上
る
可

能
性
が
あ
り
、
警
視
庁
は

流
出
ル
ー
ト
の
全
容
解
明

を
急
ぐ
。

東
京
地
検
立
川
支
部
は

7
日
、
松
崎
容
疑
者
の
刑

事
処
分
を
決
め
る
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る

と
、
松
崎
容
疑
者
は
「
都

内
の
名
簿
業
者
3
社
に
持

ち
出
し
た
デ
ー
タ
を
売
却

し
た
」
と
供
述
。
そ
の
う

ち
千
代
田
区
の
業
者
は
、

警
視
庁
の
任
意
聴
取
に

「
学
習
塾
や
呉
服
店
、
写

真
館
な
ど
約
50
社
に
転
売

し
た
」
と
説
明
し
て
い
た
。

別
の
業
者
に
つ
い
て
は

「
複
数
回
、
名
簿
を
持
ち

込
ん
だ
」
と
供
述
し
て
お

り
、
こ
の
業
者
か
ら
別
の

業
者
を
介
し
て
、
Ｉ
Ｔ
企

業
「
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
」

（
徳
島
市
）
や
英
会
話
学

校
大
手
「
Ｅ
Ｃ
Ｃ
」
（
大

阪
市
）
に
も
デ
ー
タ
が
流

れ
て
い
た
。

今
年
1
〜
6
月
、
全
国

の
警
察
が
把
握
し
た
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐

欺
の
被
害
総
額
は
約
2
6

8
億
3
千
万
円
で
、
上
半

期
と
し
て
過
去
最
悪
と
な

っ
た
こ
と
が
7
日
、
警
察

庁
の
集
計
（
暫
定
値
）
で

わ
か
っ
た
。
年
間
で
過
去

最
悪
だ
っ
た
昨
年
同
期
を

約
56
億
2
千
万
円
（
26
・

5
％
）
上
回
る
ペ
ー
ス
。

未
遂
も
含
め
た
認
知
件
数

は
7
7
7
件
（
14
・
4
％
）

増
の
6
1
6
7
件
だ
っ

た
。郵

便
や
宅
配
便
で
現
金

を
送
ら
せ
る
送
付
型
と
呼

ば
れ
る
手
口
の
増
加
が
目

立
ち
、
被
害
件
数
は
5
1

5
件
（
69
・
6
％
）
増
の

1
2
5
5
件
。
被
害
額
は

約
43
億
7
千
万
円
（
87
・

1
％
）
増
の
約
93
億
9
千

万
円
に
上
っ
た
。

金
融
機
関
が
現
金
自
動

預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
の

引
き
出
し
や
振
り
込
み
の

限
度
額
を
設
定
す
る
よ
う

に
な
り
、
一
度
に
多
額
の

現
金
を
送
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
送
付
型
に
犯
人
側

が
手
口
を
切
り
替
え
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

犯
人
側
が
現
金
を
送
ら

せ
る
宛
先
は
、
東
京
都
内

の
私
設
私
書
箱
が
多
い
。

私
書
箱
業
者
自
体
が
犯
罪

グ
ル
ー
プ
の
一
員
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
6
業
者
が
摘

発
さ
れ
た
。

台
風
11
号
の
接
近
に
伴

っ
て
、
奄
美
関
係
の
8
日

の
海
の
便
は
全
便
欠
航
す

る
。
空
の
便
も
一
部
を
除

い
て
、
奄
美
各
島
発
着
便

計
65
便
の
欠
航
が
決
ま
っ

て
い
る
。
航
空
各
社
は
今

後
の
運
航
状
況
に
留
意
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。海

の
便
は
7
日
、
鹿
児

島
―
奄
美
―
沖
縄
航
路
な

ど
奄
美
関
係
航
路
の
全
便

が
欠
航
。
瀬
戸
内
町
の
町

営
船
も
終
日
欠
航
し
、
8

日
も
「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ

ま
」
と
「
フ
ェ
リ
ー
せ
と

な
み
」
が
い
ず
れ
も
全
便

欠
航
す
る
。

8
日
の
空
の
便
は
、
日

本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
の
奄
美
大
島

と
福
岡
、
鹿
児
島
間
や
奄

美
各
離
島
間
な
ど
を
結
ぶ

全
て
の
便
（
計
57
便
）
の

ほ
か
、
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ

Ｌ
）
の
東
京
―
奄
美
大
島

1
往
復
2
便
、
奄
美
大
島

―
大
阪
の
2
往
復
4
便
、

琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ

ー
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
の
奄
美
大

島
―
那
覇
1
往
復
2
便
が

欠
航
す
る
。
7
日
午
後
6

時
現
在
、
8
日
は
Ｒ
Ａ
Ｃ

の
与
論
―
那
覇
間
が
通
常

運
航
を
予
定
し
て
い
る
。

バ
ニ
ラ
・
エ
ア
の
成
田
―

奄
美
大
島
1
往
復
2
便
は

欠
航
し
、
9
日
に
臨
時
便

を
含
め
2
往
復
4
便
が
運

航
す
る
。

札
幌
市
東
区
の
勤
医
協

中
央
病
院
で
、
診
察
中
の

医
師
が
患
者
の
男
に
刃
物

で
刺
さ
れ
た
事
件
で
、
東

署
は
7
日
夜
、
殺
人
未
遂

の
疑
い
で
、
車
で
逃
走
し

て
い
た
札
幌
市
北
区
の
無

職

高

田

秀

治

容

疑

者

（
67
）
を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は
7
日
午

前
、
同
病
院
の
診
察
室
で
、

消
化
器
内
科
医
長
古
山
準

一
さ
ん
（
50
）
の
腕
や
腹

を
刃
物
で
刺
し
た
疑
い
。

調
べ
に
対
し
「
私
が
や
り

ま
し
た
」
と
容
疑
を
認
め

「
刃
物
は
ど
こ
か
に
捨
て

た
」
と
供
述
し
て
い
る
と

い
う
。

東
署
と
病
院
に
よ
る

と
、
古
山
さ
ん
は
脇
腹
を

刺
さ
れ
る
な
ど
計
5
カ
所

に
傷
が
あ
り
、
一
部
が
内

臓
に
達
す
る
重
傷
を
負
っ

た
。
入
院
し
た
が
意
識
は

は
っ
き
り
し
て
お
り
、
命

に
別
条
は
な
い
と
し
て
い

る
。 気

象
庁
は
7
日
、
北
太

平
洋
上
の
西
経
域
か
ら
進

ん
で
き
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
が

台
風
13
号
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
同
日
午
後
3
時

現
在
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸

島
近
海
を
時
速
30
㌔
で
西

北
西
へ
進
ん
で
い
る
。

台
風
の
中
心
気
圧
は
9

5
0
ヘクト
パスカル
。
中
心
付
近
の

最
大
風
速
は
50
㍍
、
最
大

瞬
間
風
速
は
70
㍍
。
中
心

か
ら
半
径
90
㌔
以
内
は
風

速
25
㍍
以
上
の
暴
風
域
、

半
径
2
2
0
㌔
以
内
は
風

速
15
㍍
以
上
の
強
風
域
に

な
っ
て
い
る
。

台
風
は
10
日
に
か
け

て
、
最
大
風
速
50
㍍
と
非

常
に
強
い
勢
力
を
維
持
し

た
ま
ま
、
日
本
の
は
る
か

東
の
オ
セ
ア
ニ
ア
・
ウ
ェ

ー
ク
島
近
海
へ
進
む
見
込

み
。

雨
戸
に
板
を
打
ち
付
け
て
補
強
す
る
住
民
�
7
日
、

龍
郷
町
大
勝

被
害
が
出
な
い
よ
う
防
風
林
を
刈
る
果
樹
農
家
�
7
日
、
奄
美
市
住
用
町
役
勝

社 会

サ
ト
ウ
キ
ビ
苗
の
硬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
へ
の
移

動
作
業
�
7
日
、
喜
界
町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー


